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(57)【要約】
　本開示の実施例は、下りチャネルの受信方法、送信方
法、端末及び基地局を提供する。この方法において、下
り制御チャネルのＴＣＩ状態を決定することと、前記Ｔ
ＣＩ状態に基づいて前記下り制御チャネルを受信するこ
ととを含み、ここで、端末がオリジナル帯域幅部分ＢＷ
Ｐに切り替わる際に、前記ＴＣＩ状態は、前記端末が直
近の回で前記オリジナルＢＷＰで利用した制御リソース
セットＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記下り制
御チャネルは、前記オリジナルＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴ
で送信される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末に応用される下りチャネルの受信方法であって、
　下り制御チャネルの伝送設定指示ＴＣＩ状態を決定することと、
　　ここで、前記端末がオリジナル帯域幅部分ＢＷＰに切り替わる際に、前記ＴＣＩ状態
は、前記端末が直近の回で前記オリジナルＢＷＰで利用した制御リソースセットＣＯＲＥ
ＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記下り制御チャネルは、前記オリジナルＢＷＰのＣＯＲＥ
ＳＥＴで送信され、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下り制御チャネルを受信することと、
　を含む、下りチャネルの受信方法。
【請求項２】
　前記の下り制御チャネルの伝送設定指示ＴＣＩ状態を決定する前に、
　前記オリジナルＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴに対し基地局によって設定された第１ＴＣＩ状
態に基づいて、前記オリジナルＢＷＰで受信を行うことと、
　他のＢＷＰに切り替わり、前記他のＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴに対し前記基地局によって
設定されたＴＣＩ状態に基づいて、前記他のＢＷＰで受信を行うことと、
　前記他のＢＷＰから前記オリジナルＢＷＰに切り替わることと、を更に含み、
　　ここで、前記直近の回で前記オリジナルＢＷＰで利用したＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状
態は、前記第１ＴＣＩ状態である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記オリジナルＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴに対し、前記基地局による第２ＴＣＩ状態の再
設定、再活性化又は再指示の前に、前記端末は、前記オリジナルＢＷＰでいずれも前記第
１ＴＣＩ状態を利用する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　端末に応用される下りチャネルの受信方法であって、
　下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定することと、
　　ここで、前記ＴＣＩ状態は、ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態又は新たに決定されたＴＣ
Ｉ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記下りデータチャネルをスケジューリングする
ための下り制御情報ＤＣＩが存在する時間領域リソースのうち最も識別子が小さいＣＯＲ
ＥＳＥＴであり、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを受信することと、
　を含む、下りチャネルの受信方法。
【請求項５】
　前記の前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを受信することは、
　前記ＴＣＩ状態によって指示される空間準コロケーションＱＣＬパラメータに基づいて
前記下りデータチャネルを受信することを含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前記ＴＣＩ状態
は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記時間領域リソ
ースのうち活性化ＢＷＰで最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである、請求項４に記載の
方法。
【請求項７】
　前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前記ＴＣＩ状態
は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態は、前記
ＣＯＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられ、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記時
間領域リソースのうち、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴ以外の最も識別子が小さいＣＯＲＥＳ
ＥＴである、請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前記ＴＣＩ状態
は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態は、前記
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ＣＯＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられ、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記時
間領域リソースのうち、ユニキャスト（ｕｎｉｃａｓｔ）に用いられ且つ最も識別子が小
さいＣＯＲＥＳＥＴである、請求項４に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＤＣＩにＴＣＩフィールドが存在し又は存在しない場合、前記ＴＣＩ状態は、いず
れも前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態である、請求項６又は７又は８に記載の方法。
【請求項１０】
　衝突時間内に、所定の優先度規則又は基地局によって設定された優先度規則に基づいて
、優先度の高いＴＣＩ状態を利用して下り制御チャネル又は下りデータチャネルを受信し
、
　ここで、前記衝突時間は、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、現在受
信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間、又は、前記下りデータ
チャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間
との重なり時間を含み、
　前記現在受信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態は、下り制御チャネルを受信するため
に前記基地局によって設定されるＴＣＩ状態であり、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記基地局によって指示されて有効に
なっている下りデータチャネルのＴＣＩ状態である、請求項４に記載の方法。
【請求項１１】
　前記所定の優先度規則又は前記基地局によって設定された優先度規則は、
　前記現在受信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルの
ＴＣＩ状態よりも高いこと、
　前記現在受信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルの
ＴＣＩ状態よりも低いこと、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣ
Ｉ状態よりも高いこと、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣ
Ｉ状態よりも低いこと、
　のうちの少なくとも１つを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　衝突時間内に、所定の規則又は基地局によって設定された規則に基づいて、下りデータ
チャネル及び下り参照信号のうちの少なくとも１つを受信し、
　ここで、前記衝突時間は、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、前記下
り参照信号のＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間を含み、
　前記下り参照信号のＴＣＩ状態は、下り参照信号を受信するために前記基地局によって
設定又は指示されるＴＣＩ状態である、請求項４に記載の方法。
【請求項１３】
　前記下り参照信号は、チャネル状態情報参照信号ＣＳＩ－ＲＳ及び同期信号ブロックＳ
ＳＢの少なくとも１つを含み、
　前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記下りデータチャネルを受信する空間ＱＣ
Ｌパラメータを指示し、
　前記下り参照信号のＴＣＩ状態は、前記下り参照信号を受信する空間ＱＣＬパラメータ
を指示する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記所定の規則又は基地局によって設定された規則は、
　前記衝突時間内に、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信号受信用のＴＣ
Ｉ状態と、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態とが同じであること、
　又は、前記衝突時間内に、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信号受信用
のＴＣＩ状態を利用して前記下りデータチャネルを受信することを含む、請求項１２に記
載の方法。
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【請求項１５】
　前記の下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定する前に、
　識別子０のＣＯＲＥＳＥＴに対し設定、活性化及び指示のうちの少なくとも１つで基地
局によって決定されたＴＣＩ状態を取得することを更に含み、
　このＴＣＩ状態は、少なくとも、前記識別子０のＣＯＲＥＳＥＴとはＱＣＩ関係が存在
するＳＳＢのインデックスを指示することに用いられ、
　前記新たに決定されたＴＣＩ状態は、前記少なくとも１つで決定されたＴＣＩ状態であ
る、請求項４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前記下りデータ
チャネルのＴＣＩ状態は、前記新たに決定されたＴＣＩ状態である、請求項１５に記載の
方法。
【請求項１７】
　前記設定とは、無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを利用して設定することを指し、
　前記活性化とは、メディアアクセス制御の制御ユニットＭＡＣ　ＣＥを利用し、ＲＲＣ
シグナリングで設定される複数のＴＣＩ状態のうちの１つのＴＣＩ状態を活性化すること
を指し、
　前記指示とは、ＭＡＣ　ＣＥ又は物理レイヤ制御シグナリングを利用して指示すること
を指す、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　基地局に応用される下りチャネルの送信方法であって、
　下り制御チャネルのＴＣＩ状態を決定することと、
　ここで、前記ＴＣＩ状態は、前記基地局が直近の回でオリジナルＢＷＰで利用したＣＯ
ＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記下り制御チャネルは、前記オリジナルＢＷＰのＣＯ
ＲＥＳＥＴで送信され、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下り制御チャネルを送信することと、
　を含む、下りチャネルの送信方法。
【請求項１９】
　前記オリジナルＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴに対し、前記基地局による第２ＴＣＩ状態の再
設定、再活性化又は再指示の前に、前記基地局は、前記オリジナルＢＷＰでいずれも第１
ＴＣＩ状態を利用する、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　基地局に応用される下りチャネルの送信方法であって、
　下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定することと、
　　ここで、前記ＴＣＩ状態は、ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態又は新たに決定されたＴＣ
Ｉ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記下りデータチャネルをスケジューリングする
ためのＤＣＩが存在する時間領域リソースのうち最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴであ
り、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを送信することと、
　を含む、下りチャネルの送信方法。
【請求項２１】
　前記の前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを送信することは、
　前記ＴＣＩ状態によって指示される空間ＱＣＬパラメータに基づいて前記下りデータチ
ャネルを送信することを含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前記ＴＣＩ状態
は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記時間領域リソ
ースのうち活性化ＢＷＰで最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである、請求項２０に記載
の方法。
【請求項２３】
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　前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前記ＴＣＩ状態
は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態は、前記
ＣＯＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられ、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記時
間領域リソースのうち、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴ以外の最も識別子が小さいＣＯＲＥＳ
ＥＴである、請求項２０に記載の方法。
【請求項２４】
　前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前記ＴＣＩ状態
は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態は、前記
ＣＯＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられ、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記時
間領域リソースのうち、ユニキャスト（ｕｎｉｃａｓｔ）に用いられ且つ最も識別子が小
さいＣＯＲＥＳＥＴである、請求項２０に記載の方法。
【請求項２５】
　前記ＤＣＩにＴＣＩフィールドが存在し又は存在しない場合、前記ＴＣＩ状態は、いず
れも前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態である、請求項２２又は２３又は２４に記載の方法
。
【請求項２６】
　衝突時間内に、所定の優先度規則又は基地局によって設定された優先度規則に基づいて
、優先度の高いＴＣＩ状態を利用して下り制御チャネル又は下りデータチャネルを送信し
、
　ここで、前記衝突時間は、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、現在の
下り制御チャネルのＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間、又は、前記下りデータチャネ
ルのＴＣＩ状態の利用時間と、現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間との重
なり時間を含み、
　前記現在の下り制御チャネルのＴＣＩ状態は、下り制御チャネルを送信するために前記
基地局によって設定されるＴＣＩ状態であり、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記基地局によって指示されて有効に
なっている下りデータチャネルのＴＣＩ状態である、請求項２０に記載の方法。
【請求項２７】
　前記所定の優先度規則又は前記基地局によって設定された優先度規則は、
　前記現在の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣＩ
状態よりも高いこと、
　前記現在の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣＩ
状態よりも低いこと、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣ
Ｉ状態よりも高いこと、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣ
Ｉ状態よりも低いことのうちの少なくとも１つを含む、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　衝突時間内に、所定の規則又は前記基地局によって設定された規則に基づいて、下りデ
ータチャネル及び下り参照信号のうちの少なくとも１つを送信し、
　ここで、前記衝突時間は、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、前記下
り参照信号のＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間を含み、
　前記下り参照信号のＴＣＩ状態は、下り参照信号を送信するために前記基地局によって
設定又は指示されるＴＣＩ状態である、請求項２０に記載の方法。
【請求項２９】
　前記下り参照信号は、ＣＳＩ－ＲＳ及びＳＳＢの少なくとも１つを含み、
　前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記下りデータチャネルを送信する空間ＱＣ
Ｌパラメータを指示し、
　前記下り参照信号のＴＣＩ状態は、前記下り参照信号を送信する空間ＱＣＬパラメータ
を指示する、請求項２８に記載の方法。



(6) JP 2021-519005 A 2021.8.5

10

20

30

40

50

【請求項３０】
　前記所定の規則又は基地局によって設定された規則は、
　前記衝突時間内に、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信号送信用のＴＣ
Ｉ状態と、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態とが同じであること、
　又は、前記衝突時間内に、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信号送信用
のＴＣＩ状態を利用して前記下りデータチャネルを送信することを含む、請求項２８に記
載の方法。
【請求項３１】
　前記の下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定する前に、
　端末に対し識別子０のＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態を設定、活性化及び指示のうちの少
なくとも１つで決定することを更に含み、
　このＴＣＩ状態は、少なくとも、前記識別子０のＣＯＲＥＳＥＴとはＱＣＩ関係が存在
する同期信号ブロックＳＳＢのインデックスを指示することに用いられ、
　前記新たに決定されたＴＣＩ状態は、前記少なくとも１つで決定されたＴＣＩ状態であ
る、請求項２０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前記下りデータ
チャネルのＴＣＩ状態は、前記新たに決定されたＴＣＩ状態である、請求項３１に記載の
方法。
【請求項３３】
　前記設定とは、無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを利用して設定することを指し、
　前記活性化とは、ＭＡＣ　ＣＥを利用し、ＲＲＣシグナリングで設定される複数のＴＣ
Ｉ状態のうちの１つのＴＣＩ状態を活性化することを指し、
　前記指示とは、ＭＡＣ　ＣＥ又は物理レイヤ制御シグナリングを利用して指示すること
を指す、請求項３１に記載の方法。
【請求項３４】
　端末であって、
　下り制御チャネルのＴＣＩ状態を決定するための制御チャネル決定モジュールと、
　　ここで、前記端末がオリジナルＢＷＰに切り替わる際に、前記ＴＣＩ状態は、前記端
末が直近の回で前記オリジナルＢＷＰで利用したＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前
記下り制御チャネルは、前記オリジナルＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴで送信され、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下り制御チャネルを受信するための制御チャネル受信モ
ジュールと、
　を含む、端末。
【請求項３５】
　端末であって、
　下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定するためのデータチャネル決定モジュールと、
　　ここで、前記ＴＣＩ状態は、ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態又は新たに決定されたＴＣ
Ｉ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記下りデータチャネルをスケジューリングする
ためのＤＣＩが存在する時間領域リソースのうち最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴであ
り、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを受信するためのデータチャネル受
信モジュールと、
　を含む、端末。
【請求項３６】
　基地局であって、
　下り制御チャネルのＴＣＩ状態を決定するための制御チャネル決定モジュールと、
　　ここで、前記ＴＣＩ状態は、前記基地局が直近の回でオリジナルＢＷＰで利用したＣ
ＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記下り制御チャネルは、前記オリジナルＢＷＰのＣ
ＯＲＥＳＥＴで送信され、
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　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下り制御チャネルを送信するための制御チャネル送信モ
ジュールとを含む、基地局。
【請求項３７】
　基地局であって、
　下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定するためのデータチャネル決定モジュールと、
　　ここで、前記ＴＣＩ状態は、ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態又は新たに決定されたＴＣ
Ｉ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記下りデータチャネルをスケジューリングする
ためのＤＣＩが存在する時間領域リソースのうち最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴであ
り、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを送信するためのデータチャネル送
信モジュールとを含む、基地局。
【請求項３８】
　メモリと、プロセッサと、前記メモリに記憶され、前記プロセッサで動作可能なコンピ
ュータプログラムとを含む端末であって、
　前記コンピュータプログラムが前記プロセッサによって実行されると、請求項１～３の
いずれか一項に記載の下りチャネルの受信方法のことが実現され、又は、前記コンピュー
タプログラムが前記プロセッサによって実行されると、請求項４～１７のいずれか一項に
記載の下りチャネルの受信方法のことが実現される、端末。
【請求項３９】
　メモリと、プロセッサと、前記メモリに記憶され、前記プロセッサで動作可能なコンピ
ュータプログラムとを含む基地局であって、
　前記コンピュータプログラムが前記プロセッサによって実行されると、請求項１８～１
９のいずれか一項に記載の下りチャネルの送信方法のことが実現され、又は、前記コンピ
ュータプログラムが前記プロセッサによって実行されると、請求項２０～３３のいずれか
一項に記載の下りチャネルの送信方法のことが実現される、基地局。
【請求項４０】
　コンピュータプログラムが記憶されているコンピュータ読み取り可能な記憶媒体であっ
て、
　前記コンピュータプログラムがプロセッサによって実行されると、請求項１～３のいず
れか１項に記載の下りチャネルの受信方法のことが実現され、又は、前記コンピュータプ
ログラムがプロセッサによって実行されると、請求項４～１７のいずれか１項に記載の下
りチャネルの受信方法のことが実現され、又は、前記コンピュータプログラムがプロセッ
サによって実行されると、請求項１８～１９のいずれか１項に記載の下りチャネルの送信
方法のことが実現され、又は、前記コンピュータプログラムがプロセッサによって実行さ
れると、請求項２０～３３のいずれか１項に記載の下りチャネルの送信方法のことが実現
される、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、２０１８年２月１１日に中国特許庁に提出された中国特許出願２０１８１０１
４２９１８．８の優先権、２０１８年２月１４日に中国特許庁に提出された中国特許出願
２０１８１０１５１４５９．Ｘの優先権、及び、２０１８年２月２８日に中国特許庁に提
出された中国特許出願２０１８１０１６９２７６．０の優先権を主張し、その全ての内容
が援用によりここに取り込まれる。
　本開示は、通信技術分野に係り、特に下りチャネルの受信方法、送信方法、端末及び基
地局に係る。
【背景技術】
【０００２】
　５Ｇ（５ｔｈ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）通信システムでは、システムがサポートする動
作周波数帯域を６ＧＨｚ以上、最高で約１００ＧＨｚまで上げて、５Ｇ通信システムにマ
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ルチビーム伝送を採用している。５Ｇ通信システムでは、マルチビーム伝送のために、伝
送設定指示ＴＣＩ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｉｎｄｉ
ｃａｔｉｏｎ）状態によって、ビーム情報を端末に指示する。また、５Ｇ通信システムに
おけるキャリア毎の最大チャネル帯域幅（ｃｈａｎｎｅｌ　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）は、４
００ＭＨｚであるが、端末がサポートする最大帯域幅は、４００ＭＨｚ未満とすることが
できるので、５Ｇ通信システムにおいて新たに帯域幅部分ＢＷＰ（ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　
ｐａｒｔ）という概念を導入し、ＵＥが複数のＢＷＰで動作できる。このように、実際の
応用では、端末がＢＷＰの切り替えや移動などを行うが、従来技術の５Ｇ通信システムで
は、これらの場合にＴＣＩ状態をどのように設定するかが明確ではなく、データ伝送の信
頼性及び精度が低い。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本開示の実施例は、データ伝送の信頼性及び精度が低いという問題を解決するために、
下りチャネルの受信方法、送信方法、端末及び基地局を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第１方面において、本開示の実施例は、端末に応用される下りチャネルの受信方法を提
供する。
　当該受信方法において、
　下り制御チャネルの伝送設定指示ＴＣＩ状態を決定することと、
　　ここで、前記端末がオリジナルＢＷＰに切り替わる際に、前記ＴＣＩ状態は、前記端
末が直近の回で前記オリジナルＢＷＰで利用した制御リソースセットＣＯＲＥＳＥＴ（ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｓｅｔ）のＴＣＩ状態であり、前記下り制御チャネル
は、前記オリジナルＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴで送信され、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下り制御チャネルを受信することと、
　を含む。
【０００５】
　第２方面において、本開示の実施例は、端末に応用される下りチャネルの受信方法を更
に提供する。
　当該受信方法において、
　下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定することと、
　　ここで、前記ＴＣＩ状態は、ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態又は新たに決定されたＴＣ
Ｉ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記下りデータチャネルをスケジューリングする
ための下り制御情報ＤＣＩ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ）が存在する時間領域リソースのうち最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴであり、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを受信することと、
　を含む。
【０００６】
　第３方面において、本開示の実施例は、基地局に応用される下りチャネルの送信方法を
提供する。
　当該送信方法において、
　下り制御チャネルのＴＣＩ状態を決定することと、
　　ここで、前記ＴＣＩ状態は、前記基地局が直近の回でオリジナルＢＷＰで利用したＣ
ＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記下り制御チャネルは、前記オリジナルＢＷＰのＣ
ＯＲＥＳＥＴで送信され、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下り制御チャネルを送信することと、
　を含む。
【０００７】
　第４方面において、本開示の実施例は、基地局に応用される下りチャネルの送信方法を
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提供する。
　当該送信方法において、
　下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定することと、
　　ここで、前記ＴＣＩ状態は、ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態又は新たに決定されたＴＣ
Ｉ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記下りデータチャネルをスケジューリングする
ためのＤＣＩが存在する時間領域リソースのうち最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴであ
り、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを送信することと、
　を含む。
【０００８】
　第５方面において、本開示の実施例は、端末を提供する。
　当該端末において、
　下り制御チャネルのＴＣＩ状態を決定するための制御チャネル決定モジュールと、
　　ここで、前記端末がオリジナルＢＷＰに切り替わる際に、前記ＴＣＩ状態は、前記端
末が直近の回で前記オリジナルＢＷＰで利用したＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前
記下り制御チャネルは、前記オリジナルＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴで送信され、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下り制御チャネルを受信するための制御チャネル受信モ
ジュールと、
　を含む。
【０００９】
　第６方面において、本開示の実施例は、端末を提供する。
　当該端末において、
　下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定するためのデータチャネル決定モジュールと、
　　ここで、前記ＴＣＩ状態は、ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態又は新たに決定されたＴＣ
Ｉ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記下りデータチャネルをスケジューリングする
ためのＤＣＩが存在する時間領域リソースのうち最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴであ
り、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを受信するためのデータチャネル受
信モジュールと、
　を含む。
【００１０】
　第７方面において、本開示の実施例は、基地局を提供する。
　当該基地局において、
　下り制御チャネルのＴＣＩ状態を決定するための制御チャネル決定モジュールと、
　　ここで、前記ＴＣＩ状態は、前記基地局が直近の回でオリジナルＢＷＰで利用したＣ
ＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記下り制御チャネルは、前記オリジナルＢＷＰのＣ
ＯＲＥＳＥＴで送信され、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下り制御チャネルを送信するための制御チャネル送信モ
ジュールと、
　を含む。
【００１１】
　第８方面において、本開示の実施例は、基地局を提供する。
　下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定するためのデータチャネル決定モジュールと、
　　ここで、前記ＴＣＩ状態は、ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態又は新たに決定されたＴＣ
Ｉ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記下りデータチャネルをスケジューリングする
ためのＤＣＩが存在する時間領域リソースのうち最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴであ
り、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを送信するためのデータチャネル送
信モジュールと、
　を含む。
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【００１２】
　第９方面において、本開示の実施例は、メモリと、プロセッサと、前記メモリに記憶さ
れ、前記プロセッサで動作可能なコンピュータプログラムとを含む端末を提供する。
　当該端末において、
　前記コンピュータプログラムが前記プロセッサによって実行されると、上記第１方面に
よる下りチャネルの受信方法のことが実現され、又は、前記コンピュータプログラムが前
記プロセッサによって実行されると、上記第２方面による下りチャネルの受信方法のこと
が実現される。
【００１３】
　第１０方面において、本開示の実施例は、メモリと、プロセッサと、前記メモリに記憶
され、前記プロセッサで動作可能なコンピュータプログラムとを含む基地局を提供する。
　前記コンピュータプログラムが前記プロセッサによって実行されると、上記第３方面に
よる下りチャネルの送信方法のことが実現され、又は、前記コンピュータプログラムが前
記プロセッサによって実行されると、上記第４方面による下りチャネルの送信方法のこと
が実現される。
【００１４】
　第１１方面において、本開示の実施例は、コンピュータプログラムが記憶されているコ
ンピュータ読み取り可能な記憶媒体を提供する。
　前記コンピュータプログラムがプロセッサによって実行されると、本開示の実施例によ
る下りチャネルの受信方法のことが実現され、又は、前記コンピュータプログラムがプロ
セッサによって実行されると、本開示の実施例による下りチャネルの送信方法のことが実
現される。
【発明の効果】
【００１５】
　本開示の実施例によれば、データ伝送の信頼性及び精度を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本開示の実施例の応用可能なネットワークシステムの構造図である。
【図２】本開示の実施例による下りチャネルの受信方法のフローチャートである。
【図３】本開示の実施例による別の下りチャネルの受信方法のフローチャートである。
【図４】本開示の実施例による下りチャネルの送信方法のフローチャートである。
【図５】本開示の実施例による別の下りチャネルの送信方法のフローチャートである。
【図６】本開示の実施例による端末の構造図である。
【図７】本開示の実施例による別の端末の構造図である。
【図８】本開示の実施例による別の端末の構造図である。
【図９】本開示の実施例による別の端末の構造図である。
【図１０】本開示の実施例による基地局の構造図である。
【図１１】本開示の実施例による別の基地局の構造図である。
【図１２】本開示の実施例による別の基地局の構造図である。
【図１３】本開示の実施例による別の端末の構造図である。
【図１４】本開示の実施例による別の端末の構造図である。
【図１５】本開示の実施例による別の基地局の構造図である。
【図１６】本開示の実施例による別の基地局の構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本開示の実施例の図面を参照しながら、本開示の実施例の技術手段を明確且つ完
全的に記載する。明らかに、記載する実施例は、本開示の実施例の一部であり、全てでは
ない。本開示の実施例に基づき、当業者が創造性のある作業をせずに為しえる全ての他の
実施例は、本開示の保護範囲に属するものである。明細書及び特許請求の範囲における「
及び／又は」は、連結対象のうちの少なくとも１つを示す。
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【００１８】
　図１を参照し、図１は、本開示の実施例の応用可能なネットワークシステムの構造図で
あり、図１に示すように、端末１１と基地局１２とを含む。ここで、端末１１は、端末機
器又はユーザ端末ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）と呼ばれてもいい。端末１１は
、携帯電話、タブレットパソコン（Ｔａｂｌｅｔ　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ
）、ラップトップ型パソコン（Ｌａｐｔｏｐ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）、ＰＤＡ（ｐｅｒｓｏ
ｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、ＭＩＤ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｉｎｔｅｒｎ
ｅｔ　Ｄｅｖｉｃｅ）、ウェアラブルデバイス（Ｗｅａｒａｂｌｅ　Ｄｅｖｉｃｅ）又は
車載機器などの端末側機器である。なお、本開示の実施例では、端末１１の具体的な種類
を限定しない。上記基地局１２は、５Ｇ及びそれに続くバージョンの基地局（例えばｇＮ
Ｂ、５Ｇ　ＮＲ　ＮＢ）や他の通信システムにおける基地局であり、又はノードＢ、進化
ノードＢ又は前記領域の他の用語で呼ばれてもいい。同じ技術効果を達するのであれば、
前記基地局は、特定の技術用語に限定されない。なお、本開示の実施例において、５Ｇ基
地局を例とするが、基地局１２の具体的な種類を限定しない。
【００１９】
　なお、本開示の実施例の端末１１と基地局１２の具体的な機能は、以下の複数の実施例
を通じて具体的に記載される。
【００２０】
　図２を参照する。図２は、本開示の実施例による下りチャネルの受信方法のフローチャ
ートである。この方法は、端末に応用され、図２に示すように、以下のステップを含む。
【００２１】
　ステップ２０１において、下り制御チャネルの伝送設定指示ＴＣＩ状態（ＴＣＩ　ｓｔ
ａｔｅ）を決定する。ここで、前記端末がオリジナル帯域幅部分ＢＷＰに切り替わる場合
、前記ＴＣＩ状態は、前記端末が直近の回で前記オリジナルＢＷＰで利用した制御リソー
スセットＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記下り制御チャネルは、前記オリジナル
ＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴで送信される。
【００２２】
　上記下り制御チャネルのＴＣＩ状態は、上記下り制御チャネルを受信するためのＴＣＩ
状態である。このＴＣＩ状態は、上記下り制御チャネルの伝送設定情報、例えば下り制御
チャネルを指示する準コロケーションＱＣＬ（Ｑｕａｓｉ－ｃｏｌｏｃａｔｉｏｎ）又は
他の設定情報を指す。
【００２３】
　上記ステップにおいて、上記オリジナルＢＷＰに切り替わることは、端末がオリジナル
ＢＷＰに切り替わる前に、端末がこのオリジナルＢＷＰで動作したことがあり、端末が他
のＢＷＰに切り替わり、その後、再びこのオリジナルＢＷＰに切り替わることを指す。例
えば、端末がＢＷＰ１で動作し、端末がＢＷＰの切り替えを行ってＢＷＰ２に切り替わっ
て動作し、その後、端末が再びＢＷＰ１に切り替わる。
【００２４】
　上記の直近の回でオリジナルＢＷＰで利用したＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態は、端末が
オリジナルＢＷＰに切り替わった後、直近の回でこのオリジナルＢＷＰで利用したＣＯＲ
ＥＳＥＴのＴＣＩ状態である。例えば、端末がＢＷＰ１で第１ＴＣＩ状態を利用して受信
を行い、端末がＢＷＰの切り替えを行ってＢＷＰ２に切り替わって動作し、その後、端末
が再びＢＷＰ１に切り替わると、端末がＢＷＰ１に切り替わって、引き続き第１ＴＣＩ状
態を利用して受信を行い、すなわち上記第１ＴＣＩ状態が上記直近の回で利用したＴＣＩ
状態である。もちろん、上記直近の回は、前回とも呼ばれ、又は、端末がオリジナルＢＷ
Ｐに切り替わる前に、端末がこのオリジナルＢＷＰで利用したＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状
態とも呼ばれる。なお、端末が現在所在するＢＷＰは、活性化ＢＷＰであり、上記端末が
オリジナルＢＷＰに切り替わると、このオリジナルＢＷＰは、端末の活性化ＢＷＰである
。
【００２５】
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　このステップでは、端末がオリジナルＢＷＰに切り替わると、直近の回でこのオリジナ
ルＢＷＰで利用したＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態を利用して下り制御チャネルを受信する
ことができる。端末がオリジナルＢＷＰに切り替わった後に、基地局が、この端末に対し
、このオリジナルＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態の再設定（ｒｅ－ｃｏｎｆｉｇｕ
ｒｅ）をしない可能性があるため、端末がオリジナルＢＷＰに切り替わった後に、利用す
るＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態を決定できないことを回避することができ、データ伝送の
信頼性及び精度を高めることができる。また、直近の回でこのオリジナルＢＷＰで利用し
たＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態をそのまま利用するため、ＴＣＩ状態設定のプロセスを節
約し、伝送オーバヘッド、端末及び基地局の消費電力オーバヘッドを節約することができ
る。
【００２６】
　上記下り制御チャネルは、物理下り制御チャネルＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏ
ｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、物理ブロードキャストチャネルＰＢ
ＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）などを含むが、これに
限定されない。
【００２７】
　ステップ２０２において、前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下り制御チャネルを受信する
。
【００２８】
　このステップは、上記ＴＣＩ状態に基づいて受信ビームを決定し、この受信ビームを利
用して上記下り制御チャネルを受信する。例えば、下り制御チャネルに対し、ＴＣＩ状態
に対応する参照信号セットＲＳ　ｓｅｔ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　ｓｅｔ）
のＲＳリソース（ＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ）と端末の下り制御チャネルの復調参照信号Ｄ
ＭＲＳ（Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）ポートとは、
ＱＣＬである。よって、端末は、このＴＣＩ状態に基づいて、下り制御チャネルを受信す
る受信ビームを決定することができ、例えば、このＴＣＩ状態に対応するＲＳリソースの
受信ビームを、下り制御チャネルを受信する受信ビームとする。
【００２９】
　以上のステップにより、端末がＢＷＰの切り替えを行う場面などで下り制御チャネルの
ＴＣＩ状態を決定できないことを回避し、データ伝送の信頼性及び精度を高めることがで
きる。また、基地局（ネットワーク側ともいう）と端末は、同じ方式でＴＣＩ状態を決定
する。すなわち基地局と端末は、下り制御チャネルと下りデータチャネルのＴＣＩ状態を
正確に一致して理解する。
【００３０】
　なお、本開示の実施例による上記方法は、５Ｇシステムに応用可能であるが、これにつ
いて限定しない。基本的に同じ機能を実現可能であれば、６ＧシステムやＴＣＩ状態を適
用する通信システムなど、他の通信システムにも適用する。
【００３１】
　選択可能な実施形態として、前記の下り制御チャネルの伝送設定指示ＴＣＩ状態を決定
する前に、前記方法は、
　前記オリジナルＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴに対し基地局によって設定された第１ＴＣＩ状
態に基づいて、前記オリジナルＢＷＰで受信を行うことと、
　他のＢＷＰに切り替わり、前記他のＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴに対し前記基地局によって
設定されたＴＣＩ状態に基づいて、前記他のＢＷＰで受信を行うことと、
　前記他のＢＷＰから前記オリジナルＢＷＰに切り替わることとを更に含み、
　ここで、前記直近の回で前記オリジナルＢＷＰで利用したＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態
は、前記第１ＴＣＩ状態である。
【００３２】
　ここで、上記第１ＴＣＩ状態は、基地局が無線リソース制御ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）シグナリングによって設定される１つのＴＣＩ状態であ
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ってもよく、基地局がＲＲＣシグナリングによって設定される複数のＴＣＩ状態であって
もよく、そのうちの１つのＴＣＩ状態を、メディアアクセス制御ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａ
ｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）制御ユニットＣＥ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）に
よって指示する。例えば、基地局と端末は、上記オリジナルＢＷＰで通信し、このＢＷＰ
は、活性化ＢＷＰ（ａｃｔｉｖｅ　ＢＷＰ）であり、基地局は、このＢＷＰでのＣＯＲＥ
ＳＥＴのＴＣＩ状態でＰＤＣＣＨを送信するが、端末は、上記第１ＴＣＩ状態でこのＰＤ
ＣＣＨを受信する。
【００３３】
　上記の他のＢＷＰに切り替わることは、端末が上記オリジナルＢＷＰから他のＢＷＰに
切り替わり、又は、端末が上記オリジナルＢＷＰから他のＢＷＰに切り替わってから、そ
のＢＷＰから他のＢＷＰに切り替わる。すなわち、上記他のＢＷＰは、１つのＢＷＰであ
ってもよいし、端末がＢＷＰの切り替えを複数回行う場合の複数のＢＷＰであってもよい
。例えば、ＰＤＣＣＨのＤＣＩに搬送されるＢＷＰ切り替えコマンドを上記オリジナルＢ
ＷＰで受信すると、端末は、そのコマンドに基づいて他のＢＷＰに切り替わり、このとき
他のＢＷＰが活性化ＢＷＰとなる。その新規の活性化ＢＷＰでは、端末は、基地局のＲＲ
Ｃ設定に基づいて、ＰＤＣＣＨの受信のための、そのＢＷＰでのＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ
状態を取得する。又は、端末は、ＲＲＣ設定及びＭＡＣ　ＣＥ指示に基づいて、ＰＤＣＣ
Ｈの受信のための、そのＢＷＰでのＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態を取得する。
【００３４】
　その後、端末がオリジナルＢＷＰに切り換わった後、すなわち、オリジナルＢＷＰが新
規の活性化ＢＷＰとなる。端末は、この新規の活性化ＢＷＰにおいて、前回でこのＢＷＰ
で利用したＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態、すなわち上記第１ＴＣＩ状態を利用する。例え
ば、端末が、活性化ＢＷＰ（この活性化ＢＷＰは、端末が上記オリジナルＢＷＰから切り
替わった他のＢＷＰである）でのＤＣＩによって通知されるＢＷＰ切り替えコマンドに基
づいて、再びオリジナルＢＷＰに切り替わると、オリジナルＢＷＰが新規の活性化ＢＷＰ
となり、且つそのＢＷＰでのＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態が有効のままであり、端末は、
それらの有効なＴＣＩ状態に基づいてＰＤＣＣＨを受信する。
【００３５】
　この実施形態では、端末がＢＷＰの切り替えを行う際に、新規に活性化された活性化Ｂ
ＷＰで前回のこのＢＷＰでＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態をそのまま利用し、端末がＢＷＰ
の切り替えを行う際にＴＣＩ状態を決定できないことを回避し、データ伝送の信頼性及び
精度を高めることができ、また、伝送オーバヘッド、端末及び基地局の消費電力オーバヘ
ッドを節約することができる。
【００３６】
　選択可能に、この実施形態では、前記オリジナルＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴに対し、前記
基地局による第２ＴＣＩ状態の再設定、再活性化又は再指示の前に、前記端末は、前記オ
リジナルＢＷＰでいずれも前記第１ＴＣＩ状態を利用する。
【００３７】
　これにより、基地局による新規のＴＣＩ状態の再設定、再活性化又は再指示までに、端
末が上記オリジナルＢＷＰでいずれも上記第１ＴＣＩ状態を利用して下り制御チャネルを
受信することを実現し、端末による下りチャネル受信の複雑度を低下させることができる
。
【００３８】
　本実施例において、上記ステップによって、データ伝送の信頼性及び精度を高めること
ができる。
【００３９】
　図３を参照する。図３は、本開示の実施例による別の下りチャネルの受信方法のフロー
チャートである。この方法は、端末に応用され、図３に示すように、以下のステップを含
む。
【００４０】
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　ステップ３０１において、下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定する。ここで、前記
ＴＣＩ状態は、ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態又は新たに決定されたＴＣＩ状態であり、前
記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記下りデータチャネルをスケジューリングするための下り制御情
報ＤＣＩが存在する時間領域リソースのうち最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである
【００４１】
　このステップでは、下りデータチャネルのＴＣＩ状態が上記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状
態又は新たに決定されたＴＣＩ状態であることを直接的に決定することができ、端末が移
動したり新規の同期信号ブロックＳＳＢ（Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｓｉｇｎａ
ｌ　ｂｌｏｃｋ）が存在するビームに切り替わったりするときにＴＣＩ状態を決定するこ
とを回避し、データ伝送の信頼性及び精度を高めることができる。
【００４２】
　なお、上記ＤＣＩが存在する時間領域リソースのうち最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥ
Ｔは、全てのＣＯＲＥＳＥＴのうち最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴ、例えば、ＣＯＲ
ＥＳＥＴ０（識別子０のＣＯＲＥＳＥＴ）の場合と、現在の端末が存在するＢＷＰでＣＯ
ＲＥＳＥＴ０以外の最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴ、例えば、ＣＯＲＥＳＥＴ１の場
合とがある。
【００４３】
　前記新たに決定されたＴＣＩ状態は、端末が上記下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決
定する際に、新たに決定されたＴＣＩ状態である。例えば、基地局から端末に対して設定
、活性化又は指示したＴＣＩ状態である。もちろん、一部の実施形態では、上記新たに決
定されたＴＣＩ状態は、再設定、再活性化又は再指示したＴＣＩ状態とも呼ばれる。
【００４４】
　また、上記時間領域リソースは、スロット（ｓｌｏｔ）又はサブフレームなどの時間領
域リソースである。上記下り制御チャネルは、物理下り制御チャネルＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙ
ｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、物理ブロードキャ
ストチャネルＰＢＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）など
を含むが、これに限定されない。上記下りデータチャネルは、物理下り共有チャネルＰＤ
ＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）である
。
【００４５】
　ステップ３０２において、前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを受信す
る。
【００４６】
　このステップは、上記ＴＣＩ状態に基づいて受信ビームを決定し、この受信ビームを利
用して上記下りデータチャネルを受信する。例えば、下りデータチャネルについては、Ｔ
ＣＩ状態に対応するＲＳ　ｓｅｔにおけるＲＳリソースと、スケジューリングすべき下り
データチャネルのＤＭＲＳポートとは、ＱＣＬである。よって、端末は、このＴＣＩ状態
に基づいて、下りデータチャネルを受信する受信ビームを決定することができ、例えば、
このＴＣＩ状態に対応するＲＳリソースの受信ビームを、下りデータチャネルを受信する
受信ビームとする。
【００４７】
　上記ステップにより、端末が移動したりＳＳＢの切り替えを行ったりする場面で下りデ
ータチャネルのＴＣＩ状態を決定できないことを回避し、データ伝送の信頼性及び精度を
高めることができる。また、基地局（ネットワーク側ともいう）と端末は、同じ方式でＴ
ＣＩ状態を決定する。すなわち基地局と端末は、下り制御チャネルと下りデータチャネル
のＴＣＩ状態を正確に一致して理解する。前記基地局は、例示的な説明に過ぎず、同一の
機能を実現できる送受信ノードＴＲＰ又は他のユニットも前記基地局の範囲内に含まれて
もよく、本開示の実施例は、これに限定されない。これは、当業者が理解すべきである。
【００４８】
　なお、本開示の実施例による上記方法は、５Ｇシステムに応用可能であるが、これにつ
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いて限定せず、基本的に同じ機能を実現可能であれば、今後の進化システムやＴＣＩ状態
を応用する通信システムなど、ほかの通信システムにも適用できる。
【００４９】
　選択可能な実施形態として、前記の前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネル
を受信することは、
　前記ＴＣＩ状態によって指示される空間準コロケーションＱＣＬパラメータに基づいて
前記下りデータチャネルを受信することを含む。
【００５０】
　この実施形態において、上記ＴＣＩ状態が少なくとも空間ＱＣＬパラメータを指示する
ことを実現し、端末がこの空間ＱＣＬパラメータを利用して前記下りデータチャネルを受
信する。もちろん、基地局も、この空間パラメータを利用して下りデータチャネルの送信
をしてもいい。
【００５１】
　なお、本実施例において、上記ＴＣＩ状態は、空間ＱＣＬパラメータのみを指示するこ
とに限定されず、伝送設定に関する他のパラメータを指示してもよく、これらのパラメー
タを利用して下りデータチャネルを受信することができる。
【００５２】
　別の選択可能な実施形態として、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセット（ｓｃｈｅ
ｄｕｌｉｎｇ　ｏｆｆｓｅｔ）が所定閾値以下である場合、前記ＴＣＩ状態は、前記ＣＯ
ＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記時間領域リソースのうち活
性化ＢＷＰで最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである。
【００５３】
　ここで、上記スケジューリングオフセットは、ＤＣＩを受信してからそのＤＣＩが有効
になるまでの時間間隔を指す。上記所定閾値（ｋで表される）は、プロトコルによって予
め定義される閾値、基地局によって予め設定された閾値、又は、端末と基地局とが予め交
渉した閾値などであり、これについて限定しない。
【００５４】
　また、この実施形態では、上記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下（
例えば、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｏｆｆｓｅｔ　ｉｓ＜＝ｋ）の場合、下りデータチャネ
ルのＴＣＩは、デフォルトＴＣＩ状態（ｄｅｆａｕｌｔ　ＴＣＩ　ｓｔａｔｅ）である。
このデフォルトＴＣＩ状態は、上記時間領域リソースのうち、活性化ＢＷＰで最も識別子
が小さいＣＯＲＥＳＥＴである。
【００５５】
　この実施形態では、下りデータチャネルのＴＣＩ状態が、上記時間領域リソースのうち
、活性化ＢＷＰで最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、すなわち、複
数又は全てのＢＷＰの全てのＣＯＲＥＳＥＴで最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴのＴＣ
Ｉ状態ではなく、１つのＢＷＰで最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態である
ので、ネットワークがＢＷＰ毎にＣＯＲＥＳＥＴを設定する場合に、端末が、その場合に
最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴがどのＢＷＰにあるのか不明になって、端末が下りデ
ータチャネルのＴＣＩ状態を決定できなくなるという問題を回避することができ、データ
伝送の信頼性及び精度を高める。
【００５６】
　なお、この実施形態では、活性化ＢＷＰで最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴは、この
活性化ＢＷＰ内の全てのＣＯＲＥＳＥＴのうち最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴであり
、すなわち、識別子が最も小さいＣＯＲＥＳＥＴを選択する際に識別子０のＣＯＲＥＳＥ
Ｔを考慮する。例えば、この活性化ＢＷＰ内に識別子０のＣＯＲＥＳＥＴが含まれていれ
ば、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴを選択する。
【００５７】
　選択可能に、この実施形態では、前記ＤＣＩにＴＣＩフィールド（ＴＣＩ　ｆｉｅｌｄ
）が存在し又は存在しない場合、前記ＴＣＩ状態は、いずれも前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣ
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Ｉ状態である。
【００５８】
　ただし、ここでの前記ＣＯＲＥＳＥＴは、上記時間領域リソースのうち、活性化ＢＷＰ
で最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである。
【００５９】
　例えば、基地局と端末は、あるＢＷＰで通信し、そのＢＷＰが活性化ＢＷＰであり、端
末は、そのＢＷＰでのＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態でＰＤＣＣＨを受信する。また、基地
局は、ＰＤＣＣＨのＤＣＩにＴＣＩフィールドが存在するか否かを上位レイヤシグナリン
グによって設定する。端末は、ＴＣＩフィールドが存在するか否かにかかわらず、ＰＤＣ
ＣＨがＰＤＳＣＨをスケジューリングするＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾
値以下（例えば、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｏｆｆｓｅｔ　ｉｓ＜＝ｋ）の場合、デフォル
トＴＣＩ状態に基づいてＰＤＳＣＨを受信する。このデフォルトＴＣＩ状態は、このＤＣ
Ｉが存在するスロット内でこの活性化ＢＷＰで最も小さい識別子を有するＣＯＲＥＳＥＴ
のＴＣＩ状態によって決定される。
【００６０】
　この実施の形態では、ＤＣＩにＴＣＩフィールド（ＴＣＩ　ｆｉｅｌｄ）が存在し又は
存在しない場合、前記ＴＣＩ状態がいずれも前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であるため
、端末の複雑度を低減することができる。
【００６１】
　なお、この実施形態では、下りデータチャネルのＴＣＩ状態をどのように決定するかに
重点が置かれている。しかし、実際のデータ伝送において、下りデータチャネルの受信に
加えて、端末が下り制御チャネルを受信する必要がある。この場合、この実施形態では、
下り制御チャネルのＴＣＩ状態は、図２に示す実施例で端末がオリジナルＢＷＰに切り替
わって決定した下り制御チャネルのＴＣＩ状態を参照し、ここでは繰り返して記載せず、
同じ技術効果を実現することもできる。また、端末が上記オリジナルＢＷＰに切り替わる
場合、この実施形態における活性化ＢＷＰは、端末が切り替わったオリジナルＢＷＰであ
る。端末がオリジナルＢＷＰに切り替わると、このオリジナルＢＷＰは、活性化ＢＷＰと
なるからである。
【００６２】
　もちろん、この実施形態における下り制御チャネルは、基地局がＲＲＣシグナリングに
よって設定されるＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態、又は基地局がＲＲＣシグナリング及びＭ
ＡＣ　ＣＥによって指示されるＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であってもいい。
【００６３】
　別の選択可能な実施形態として、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値
以下である場合、前記ＴＣＩ状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯ
ＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられ
、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記時間領域リソースのうち、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴ以外
の最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである。
【００６４】
　ここで、上記スケジューリングオフセット及び所定閾値については、上記の実施形態の
対応する説明を参照し、ここでは繰り返して記載しない。
【００６５】
　このＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、下りデータチャ
ネルのＴＣＩ状態は、デフォルトＴＣＩ状態である。このデフォルトＴＣＩ状態は、ＣＯ
ＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられる。このデフォルトＴＣＩ状態は、Ｄ
ＣＩが存在する時間領域リソースのうち、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴ以外の最も識別子が
小さいＣＯＲＥＳＥＴであり、すなわち、ここのＣＯＲＥＳＥＴの最小識別子として、識
別子０が除外されており、すなわち、識別子が０より大きいＣＯＲＥＳＥＴである。
【００６６】
　実際の応用では、初期アクセスにおいて、端末は、測定に基づいて最適なＳＳＢを選択
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し、このＳＳＢに関連付けられた物理ランダムアクセスチャネルＰＲＡＣＨ（Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）リソースを利用してアクセスを
開始する。ランダムアクセスが完了した後、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴは、物理ブロード
キャストチャネルＰＢＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
に設定され、ほかのＩＤのＣＯＲＥＳＥＴは、基地局が上位レイヤシグナリングによって
設定する。
【００６７】
　端末は、ランダムアクセスが完了した後、移動しながら、ネットワークによって送信さ
れるＳＳＢを測定し、測定結果に基づいて、現在の最適なＳＳＢに切り替わる。このＳＳ
ＢのＰＢＣＨには、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴが設定されている。このように、端末は、
現在のＳＳＢにおけるＰＢＣＨに設定されている識別子０のＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態
を利用してＰＤＳＣＨを受信する。しかしながら、基地局は、端末が移動することによっ
て識別子０のＣＯＲＥＳＥＴが変化したことを知ることはできず、以前の識別子０のＣＯ
ＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態を利用してＰＤＳＣＨを端末に送信するため、データ伝送を正し
く行うことができないという問題が生じる。
【００６８】
　本実施形態では、下りデータチャネルのＴＣＩ状態がＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であ
り、且つ、このＣＯＲＥＳＥＴが、前記時間領域リソースのうち、識別子０のＣＯＲＥＳ
ＥＴ以外の最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴであるため、上記問題を回避することがで
きる。上位レイヤシグナリングによって設定されるように、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴ以
外のＣＯＲＥＳＥＴは、ＳＳＢで設定されないため、端末がＳＳＢの切り替えを行った場
合でも、端末と基地局は、同じＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩを利用してデータ伝送を行い、デ
ータ伝送の信頼性及び精度を保証する。
【００６９】
　たとえば、端末は、初期アクセスにおいて、測定に基づいて最適なＳＳＢを選択し、こ
のＳＳＢに関連付けられたＰＲＡＣＨリソースを利用してアクセスを開始する。ランダム
アクセスが完了した後、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴは、ＰＢＣＨに設定されるが、他のＩ
ＤのＣＯＲＥＳＥＴは、基地局が上位レイヤシグナリングによって設定する。端末は、移
動しながら、基地局から送信されるＳＳＢを測定し、測定結果に基づいて、現在の最適な
ＳＳＢに切り替わる。このＳＳＢにおけるＰＢＣＨも、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴが設定
されている。基地局は、端末をスケジューリングするとき、活性化ＢＷＰ（現在ＢＷＰと
呼ぶこともできる）のＣＯＲＥＳＥＴでＰＤＣＣＨを送信する。端末は、ＰＤＣＣＨ上の
シグナリングに基づいてＰＤＳＣＨを受信する。具体的には、ＤＣＩのスケジューリング
オフセットが所定閾値以下（例えば、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｏｆｆｓｅｔ　ｉｓ＜＝ｋ
）である場合、端末は、デフォルトＴＣＩ状態に基づいてＰＤＳＣＨを受信する。このデ
フォルトＴＣＩ状態は、制御チャネルＱＣＬ指示（ＱＣＬ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）であ
り、且つこの制御チャネルＱＣＬ指示は、このＤＣＩが存在するスロットのうち、識別子
０以外の最も小さい識別子を有するＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態によって決定される。
【００７０】
　選択可能に、この実施形態では、前記ＤＣＩにＴＣＩフィールド（ＴＣＩ　ｆｉｅｌｄ
）が存在し又は存在しない場合、前記ＴＣＩ状態は、いずれも前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣ
Ｉ状態である。
【００７１】
　ただし、ここでの前記ＣＯＲＥＳＥＴは、上記時間領域リソースのうち、活性化ＢＷＰ
で最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである。
【００７２】
　ＤＣＩにＴＣＩフィールド（ＴＣＩ　ｆｉｅｌｄ）が存在し又は存在しない場合、前記
ＴＣＩ状態がいずれも前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であるため、端末の複雑度を低減
することができる。
【００７３】
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　なお、この実施形態では、下りデータチャネルのＴＣＩ状態をどのように決定するかに
重点が置かれている。しかし、実際のデータ伝送において、下りデータチャネルの受信に
加えて、端末が下り制御チャネルを受信する必要がある。この場合、この実施形態では、
下り制御チャネルのＴＣＩ状態は、図２に示す実施例で端末がオリジナルＢＷＰに切り替
わって決定した下り制御チャネルのＴＣＩ状態を参照し、ここでは繰り返して記載せず、
同じ技術効果を実現することもできる。また、端末が上記オリジナルＢＷＰに切り替わる
場合、この実施形態における活性化ＢＷＰは、端末が切り替わったオリジナルＢＷＰであ
る。端末がオリジナルＢＷＰに切り替わると、このオリジナルＢＷＰは、活性化ＢＷＰと
なるからである。
【００７４】
　もちろん、この実施形態における下り制御チャネルは、基地局がＲＲＣシグナリングに
よって設定されるＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態、又は基地局がＲＲＣシグナリング及びＭ
ＡＣ　ＣＥによって指示されるＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であってもいい。
【００７５】
　別の選択可能な実施形態として、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値
以下である場合、前記ＴＣＩ状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯ
ＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられ
、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記時間領域リソースのうち、ユニキャスト（ｕｎｉｃａｓｔ
）に用いられ且つ最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである。
【００７６】
　ここで、上記スケジューリングオフセット及び所定閾値については、上記の実施形態の
対応する説明を参照し、ここでは繰り返して記載しない。
【００７７】
　このＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、下りデータチャ
ネルのＴＣＩ状態は、デフォルトＴＣＩ状態である。このデフォルトＴＣＩ状態は、ＣＯ
ＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられる。このデフォルトＴＣＩ状態は、Ｄ
ＣＩが存在する時間領域リソースのうち、ユニキャスト（ｕｎｉｃａｓｔ）に用いられ且
つ最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである。すなわち、ここのＣＯＲＥＳＥＴは、ユニ
キャスト（ｕｎｉｃａｓｔ）に用いられるＣＯＲＥＳＥＴのうち、最も識別子が小さいＣ
ＯＲＥＳＥＴである。
【００７８】
　選択可能に、この実施形態では、前記ＤＣＩにＴＣＩフィールド（ＴＣＩ　ｆｉｅｌｄ
）が存在し又は存在しない場合、前記ＴＣＩ状態は、いずれも前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣ
Ｉ状態である。
【００７９】
　ただし、ここでの前記ＣＯＲＥＳＥＴは、上記時間領域リソースのうち、活性化ＢＷＰ
で最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである。
【００８０】
　ＤＣＩにＴＣＩフィールド（ＴＣＩ　ｆｉｅｌｄ）が存在し又は存在しない場合、前記
ＴＣＩ状態がいずれも前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であるため、端末の複雑度を低減
することができる。
【００８１】
　なお、この実施形態では、下りデータチャネルのＴＣＩ状態をどのように決定するかに
重点が置かれている。しかし、実際のデータ伝送において、下りデータチャネルの受信に
加えて、端末が下り制御チャネルを受信する必要がある。この場合、この実施形態では、
下り制御チャネルのＴＣＩ状態は、図２に示す実施例で端末がオリジナルＢＷＰに切り替
わって決定した下り制御チャネルのＴＣＩ状態を参照し、ここでは繰り返して記載せず、
同じ技術効果を実現することもできる。また、端末が上記オリジナルＢＷＰに切り替わる
場合、この実施形態における活性化ＢＷＰは、端末が切り替わったオリジナルＢＷＰであ
る。端末がオリジナルＢＷＰに切り替わると、このオリジナルＢＷＰは、活性化ＢＷＰと
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なるからである。
【００８２】
　もちろん、この実施形態における下り制御チャネルは、基地局がＲＲＣシグナリングに
よって設定されるＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態、又は基地局がＲＲＣシグナリング及びＭ
ＡＣ　ＣＥによって指示されるＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であってもいい。
【００８３】
　別の選択可能な実施形態として、衝突時間内に、所定の優先度規則又は基地局によって
設定された優先度規則に基づいて、優先度の高いＴＣＩ状態を利用して下り制御チャネル
又は下りデータチャネルを受信する。
　ここで、前記衝突時間は、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、現在受
信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間、又は、前記下りデータ
チャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間
との重なり時間を含む。前記現在受信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態は、下り制御チ
ャネルを受信するために前記基地局によって設定されるＴＣＩ状態である。前記現在の下
りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記基地局によって指示されて有効になっている下り
データチャネルのＴＣＩ状態である。
【００８４】
　ここで、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、ステップ３０１で決定されたＴＣＩ
状態であり、また、上記各ＴＣＩ状態の利用時間は、各ＴＣＩ状態で利用される時間であ
る。例えば、上記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間がスロット４とスロット５
とを含み、現在受信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の利用時間がスロット４の前から
２シンボルであれば、上記衝突時間は、スロット４の前から２シンボルを含む。現在の下
りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間がスロット５を含むのであれば、上記衝突時間
は、スロット５を更に含む。
【００８５】
　なお、上記有効になっている下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、別のＤＣＩによって
スケジューリングされるデータチャネルの時間内でスケジューリングオフセットが所定閾
値よりも大きい時間のＴＣＩ状態である。
【００８６】
　ここで、前記所定の優先度規則又は前記基地局によって設定された優先度規則は、
　前記現在受信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルの
ＴＣＩ状態よりも高いこと、
　前記現在受信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルの
ＴＣＩ状態よりも低いこと、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣ
Ｉ状態よりも高いこと、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣ
Ｉ状態よりも低いこと、
　のうちの少なくとも１つを含む。
【００８７】
　この実施形態では、衝突問題を回避することができ、データ伝送の信頼性及び精度を更
に高めることができる。
【００８８】
　別の選択可能な実施形態として、衝突時間内に、所定の規則又は基地局によって設定さ
れた規則に基づいて、下りデータチャネル及び下り参照信号のうちの少なくとも１つを受
信する。
　ここで、前記衝突時間は、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、前記下
り参照信号のＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間を含む。前記下り参照信号のＴＣＩ状
態は、下り参照信号を受信するために前記基地局によって設定又は指示されるＴＣＩ状態
である。
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【００８９】
　この実施形態では、衝突時間内に所定の規則又は基地局によって設定された規則に基づ
いて下りデータチャネル及び下り参照信号のうちの少なくとも１つを受信するため、デー
タ伝送の柔軟性を高め、衝突問題を解決し、データ伝送性能を高める。
【００９０】
　ここで、前記下り参照信号は、チャネル状態情報参照信号ＣＳＩ－ＲＳ（Ｃｈａｎｎｅ
ｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）及びＳ
ＳＢのうち少なくとも１つを含む。もちろん、他の参照信号であってもよく、これについ
て限定しない。
【００９１】
　また、上記下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記下りデータチャネルを受信する空
間ＱＣＬパラメータを指示し、前記下り参照信号のＴＣＩ状態は、前記下り参照信号を受
信する空間ＱＣＬパラメータを指示する。
【００９２】
　このように、上記空間ＱＣＬパラメータを利用して下りデータチャネル及び下り参照信
号の少なくとも１つを受信することができる。
【００９３】
　選択可能に、前記所定の規則又は基地局によって設定された規則は、
　前記衝突時間内に、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信号受信用のＴＣ
Ｉ状態と、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態とが同じであること、
　又は、前記衝突時間内に、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信号受信用
のＴＣＩ状態を利用して前記下りデータチャネルを受信することを含む。
【００９４】
　この実施形態では、下り参照信号を受信するためのＴＣＩ状態と前記下りデータチャネ
ルのＴＣＩ状態とは同じであるため、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信
号受信用のＴＣＩ状態を利用して前記下りデータチャネルを受信することによって、衝突
問題を回避することができる。
【００９５】
　別の選択可能な実施形態として、衝突時間内に、所定の優先度規則又は基地局によって
設定された優先度規則に基づいて、優先度の高いＴＣＩ状態を利用して下りデータチャネ
ル、下り制御チャネル及び下り参照信号を受信する。
　ここで、前記衝突時間は、基地局によって設定又は指示されたＰＤＳＣＨ／ＤＭＲＳの
ＴＣＩ状態の利用時間とＣＳＩ－ＲＳのＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間、又は、基
地局によって設定された複数のＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態の利用時間の重なり時間を含
む。
【００９６】
　前記ＰＤＳＣＨ／ＤＭＲＳのＴＣＩ状態は、前記ＰＤＳＣＨ／ＤＭＲＳを受信する空間
ＱＣＬパラメータを指示する。前記ＣＳＩ－ＲＳのＴＣＩ状態は、前記ＣＳＩ－ＲＳを受
信する空間ＱＣＬパラメータを指示する。前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態は、前記ＣＯ
ＲＥＳＥＴ上のＰＤＣＣＨを受信する空間ＱＣＬパラメータを指示する。
【００９７】
　前記所定の優先度規則又は前記基地局によって設定された優先度規則は、
　前記ＰＤＳＣＨ／ＤＭＲＳのＴＣＩ状態の優先度が前記ＣＳＩ－ＲＳのＴＣＩ状態より
も高いこと、
　前記ＰＤＳＣＨ／ＤＭＲＳのＴＣＩ状態の優先度が前記ＣＳＩ－ＲＳのＴＣＩ状態より
も低いこと、
　前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態の最高優先度が最小識別子のＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ
状態であり、又は、最大識別子のＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であること、
　のうちの少なくとも１つを含む。
【００９８】
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　前記ＰＤＳＣＨ／ＤＭＲＳのＴＣＩ状態は、ＤＣＩによってスケジューリングされ且つ
有効になっているＴＣＩ状態である。
【００９９】
　前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態の最高優先度は、他の所定の優先度規則又は基地局に
よって設定された優先度規則であってもよい。例えば、特徴的な識別子を有するＣＯＲＥ
ＳＥＴのＴＣＩ状態は、最高の優先度を有する。
【０１００】
　別の選択可能な実施形態として、前記の下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定する前
に、前記方法は、
　識別子０のＣＯＲＥＳＥＴに対し設定、活性化及び指示のうちの少なくとも１つで基地
局によって決定されたＴＣＩ状態を取得することを更に含み、
　このＴＣＩ状態は、少なくとも、前記識別子０のＣＯＲＥＳＥＴとはＱＣＩ関係が存在
するＳＳＢのインデックスを指示することに用いられ、前記新たに決定されたＴＣＩ状態
は、前記少なくとも１つで決定されたＴＣＩ状態である。
【０１０１】
　この実施形態では、基地局によって決定された識別子０のＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態
を取得し、ＴＣＩ状態が少なくとも前記識別子０のＣＯＲＥＳＥＴとはＱＣＬ関係が存在
するＳＳＢのインデックスを指示することに用いられるため、端末は、基地局によって決
定された識別子０のＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態を利用し、すなわち、前記識別子０のＣ
ＯＲＥＳＥＴとはＱＣＬ関係が存在するＳＳＢインデックスのビームで下りデータチャネ
ルを受信する。このＴＣＩ状態が基地局によって決定されるため、基地局と端末は、いず
れもこのＴＣＩ状態を利用してデータ伝送を行うことができ、データ伝送の信頼性及び精
度を保証する。
【０１０２】
　ここで、上記識別子０のＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態を取得する取得タイミングは、限
定されない。例えば、基地局は、端末からビーム報告を報告した後に上記端末に対し決定
し、又は、上り参照信号を受信し、上り参照信号に対する測定に基づいて決定するなどで
ある。選択可能に、端末が接続状態にある場合に、上記識別子０のＣＯＲＥＳＥＴのＴＣ
Ｉ状態を取得する。
【０１０３】
　例えば、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴに対し設定、活性化及び指示のうちの少なくとも１
つで基地局によって決定されたＴＣＩ状態を取得する前に、前記方法は、
　ネットワークによって設定される参照信号のビーム測定を行って、Ｎ個の参照信号のイ
ンデックス及び品質情報を含むビーム報告を得ることと、
　　ここで、前記Ｎ個の参照信号は、前記ネットワークによって設定される参照信号のう
ち、信号品質が上位Ｎ番目までの参照信号であり、前記Ｎは、０より大きい整数であり、
　前記ビーム報告を基地局に報告することとを更に含む。
【０１０４】
　よって、基地局は、上記ビーム報告に基づいて識別子０のＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態
を決定することができる。
【０１０５】
　ここで、上記参照信号は、ＳＳＢ又はチャネル状態情報参照信号ＣＳＩ－ＲＳ（Ｃｈａ
ｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ－Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌｉ
ｎｇ）などの参照信号である。上記Ｎは、端末が決定したもの、基地局が予め設定したも
の、プロトコルで予め定義したものなどがある。上記信号品質が上位Ｎ番目までの参照信
号は、信号品質の高い順に上位Ｎ番目までの参照信号、すなわち最も品質の良いＮ個の参
照信号である。上記信号品質は、参照信号受信電力ＲＳＲＰ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉ
ｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｉｎｇ　Ｐｏｗｅｒ）又は参照信号受信品質ＲＳＲＱ（Ｒｅｆｅ
ｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｑｕａｌｉｔｙ）などである。
【０１０６】
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　また、基地局は、上記ビーム報告を受信すると、このビーム報告に基づいて、識別子０
のＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態を端末に決定し、具体的には、設定、活性化及び指示のう
ちの少なくとも１つによって決定する。例えば、基地局は、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴの
ＴＣＩ状態を取得するために、Ｎ個の参照信号から１つ又は複数の参照信号を選択し、Ｓ
ＳＢのインデックスとして決定する。
【０１０７】
　例えば、端末は、初期アクセスにおいて、測定に基づいて最適なＳＳＢを選択し、この
ＳＳＢに関連付けられたＰＲＡＣＨリソースを利用してアクセスを開始する。ランダムア
クセスが完了した後、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴは、ＰＢＣＨに設定されるが、他の識別
子のＣＯＲＥＳＥＴは、基地局によって上位レイヤシグナリングを介して設定される。基
地局は、端末をスケジューリングするとき、現在ＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴでＰＤＣＣＨを
送信する。端末は、ＰＤＣＣＨ上のシグナリングに基づいてＰＤＳＣＨを受信する。具体
的には、端末は、移動しながら、基地局によって設定されたＳＳＢに対してビーム測定を
行い、すなわち、ＳＳＢが存在するビームの品質（例えば、ＲＳＲＰ）を測定し、ビーム
報告を介して基地局に報告する。報告には、最適な１つ以上のＳＳＢインデックス（ｉｎ
ｄｅｘ）と、その対応する品質とが含まれる。基地局は、ビーム報告に基づいて、下りデ
ータチャネルの受信に用いられるビームを端末に指示する。基地局は、再設定、再活性化
又は再指示コマンドを送信する。このコマンドの機能は、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴのＴ
ＣＩ状態（又はＱＣＬ指示）を設定することを含む。前記ＴＣＩ状態は、基地局によって
決定されたＳＳＢインデックスであって、前記識別子０のＣＯＲＥＳＥＴとはＱＣＬ関係
が存在するＳＳＢインデックスによって決定される。この場合、端末は、基地局による再
設定／再活性化／再指示コマンドを基準とし、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態を
決定する。基地局は、端末をスケジューリングするとき、ＤＣＩのスケジューリングオフ
セットが所定閾値以下（例えば、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｏｆｆｓｅｔ　ｉｓ＜＝ｋ）で
ある場合、デフォルトＴＣＩ状態に基づいてＰＤＳＣＨを受信する。このデフォルトＴＣ
Ｉ状態は、基地局によって再設定、再活性化又は再指示する識別子０のＣＯＲＥＳＥＴの
ＴＣＩ状態である。
【０１０８】
　選択可能に、この実施形態では、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値
以下である場合、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記新たに決定されたＴＣＩ
状態である。
【０１０９】
　ここで、上記ＤＣＩは、上記下りデータチャネルをスケジューリングするＤＣＩである
。このように、スケジューリングオフセットが所定閾値以下の場合に、上記新たに決定さ
れたＴＣＩ状態をそのまま使用することが実現される。
【０１１０】
　選択可能に、この実施形態では、前記設定とは、無線リソース制御ＲＲＣシグナリング
を利用して設定することを指し、
　前記活性化とは、メディアアクセス制御の制御ユニットＭＡＣ　ＣＥを利用し、ＲＲＣ
シグナリングで設定される複数のＴＣＩ状態のうちの１つのＴＣＩ状態を活性化すること
を指し、
　前記指示とは、ＭＡＣ　ＣＥ又は物理レイヤ制御シグナリングを利用して指示すること
を指す。
【０１１１】
　このように、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態がＲＲＣシグナリング及びＭＡＣ
　ＣＥ、ＲＲＣシグナリング、ＭＡＣ　ＣＥ及び物理レイヤ制御シグナリングのうちの少
なくとも１つによって決定されることが実現され、端末がＳＳＢの切り替えを行う際に、
基地局と端末が異なる識別子０のＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態を利用することに起因する
データ伝送ミスを回避することができ、データ伝送の信頼性及び精度を高めることができ
る。
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【０１１２】
　なお、この実施形態では、下りデータチャネルのＴＣＩ状態をどのように決定するかに
重点が置かれている。しかし、実際のデータ伝送において、下りデータチャネルの受信に
加えて、端末が下り制御チャネルを受信する必要がある。この場合、この実施形態では、
下り制御チャネルのＴＣＩ状態は、図２に示す実施例で端末がオリジナルＢＷＰに切り替
わって決定した下り制御チャネルのＴＣＩ状態を参照し、ここでは繰り返して記載せず、
同じ技術効果を実現することもできる。また、端末が上記オリジナルＢＷＰに切り替わる
場合、この実施形態における活性化ＢＷＰは、端末が切り替わったオリジナルＢＷＰであ
る。端末がオリジナルＢＷＰに切り替わると、このオリジナルＢＷＰは、活性化ＢＷＰと
なるからである。
【０１１３】
　もちろん、この実施形態における下り制御チャネルは、基地局がＲＲＣシグナリングに
よって設定されるＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態、又は基地局がＲＲＣシグナリング及びＭ
ＡＣ　ＣＥによって指示されるＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であってもよい。
【０１１４】
　本実施例において、上記ステップによって、データ伝送の信頼性及び精度を高めること
ができる。
【０１１５】
　図４を参照し、図４は、本開示の実施例による下りチャネルの送信方法のフローチャー
トである。この方法は、基地局に応用され、図４に示すように、以下のステップを含む。
　ステップ４０１において、下り制御チャネルのＴＣＩ状態を決定する。ここで、前記Ｔ
ＣＩ状態は、前記基地局が直近の回でオリジナルＢＷＰで利用したＣＯＲＥＳＥＴのＴＣ
Ｉ状態であり、前記下り制御チャネルは、前記オリジナルＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴで送信
される。
　ステップ４０２において、前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下り制御チャネルを送信する
。
【０１１６】
　選択可能に、前記オリジナルＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴに対し、前記基地局による第２Ｔ
ＣＩ状態の再設定、再活性化又は再指示の前に、前記基地局は、前記オリジナルＢＷＰで
いずれも前記第１ＴＣＩ状態を利用する。
【０１１７】
　なお、本実施例は、図２に示す実施例に対応する基地局の実施形態であり、その具体的
な実施形態について、図２に示す実施例の関連説明を参照し、同じ効果を奏することもで
きるので、重複を避けるためにここでは繰り返して記載しない。
【０１１８】
　図５を参照し、図５は、本開示の実施例による別の下りチャネルの送信方法のフローチ
ャートである。この方法は、基地局に応用され、図５に示すように、以下のステップを含
む。
　ステップ５０１において、下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定する。ここで、前記
ＴＣＩ状態は、ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態又は新たに決定されたＴＣＩ状態であり、前
記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記下りデータチャネルをスケジューリングするためのＤＣＩが存
在する時間領域リソースのうち最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである。
　ステップ５０２において、前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを送信す
る。
【０１１９】
　選択可能に、前記の前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを送信すること
は、
　前記ＴＣＩ状態によって指示される空間ＱＣＬパラメータに基づいて前記下りデータチ
ャネルを送信することを含む。
【０１２０】
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　選択可能に、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前
記ＴＣＩ状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記
時間領域リソースのうち活性化ＢＷＰで最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである。
【０１２１】
　選択可能に、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前
記ＴＣＩ状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ
状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられ、前記ＣＯＲＥＳＥ
Ｔは、前記時間領域リソースのうち、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴ以外の最も識別子が小さ
いＣＯＲＥＳＥＴである。
【０１２２】
　選択可能に、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前
記ＴＣＩ状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ
状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられ、前記ＣＯＲＥＳＥ
Ｔは、前記時間領域リソースのうち、ユニキャスト（ｕｎｉｃａｓｔ）に用いられ且つ最
も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである。
【０１２３】
　選択可能に、前記ＤＣＩにＴＣＩフィールドが存在し又は存在しない場合、前記ＴＣＩ
状態は、いずれも前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態である。
【０１２４】
　選択可能に、衝突時間内に、所定の優先度規則又は基地局によって設定された優先度規
則に基づいて、優先度の高いＴＣＩ状態を利用して下り制御チャネル又は下りデータチャ
ネルを送信する。
　ここで、前記衝突時間は、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、現在の
下り制御チャネルのＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間、又は、前記下りデータチャネ
ルのＴＣＩ状態の利用時間と、現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間との重
なり時間を含む。前記現在の下り制御チャネルのＴＣＩ状態は、下り制御チャネルを送信
するために前記基地局によって設定されるＴＣＩ状態であり、前記現在の下りデータチャ
ネルのＴＣＩ状態は、前記基地局によって指示されて有効になっている下りデータチャネ
ルのＴＣＩ状態である。
【０１２５】
　選択可能に、前記所定の優先度規則又は前記基地局によって設定された優先度規則は、
　前記現在の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣＩ
状態よりも高いこと、
　前記現在の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣＩ
状態よりも低いこと、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣ
Ｉ状態よりも高いこと、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣ
Ｉ状態よりも低いこと、
　のうちの少なくとも１つを含む。
【０１２６】
　選択可能に、衝突時間内に、所定の規則又は前記基地局によって設定された規則に基づ
いて、下りデータチャネル及び下り参照信号のうちの少なくとも１つを送信する。
　ここで、前記衝突時間は、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、前記下
り参照信号のＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間を含む。前記下り参照信号のＴＣＩ状
態は、下り参照信号を送信するために前記基地局によって設定又は指示されるＴＣＩ状態
である。
【０１２７】
　選択可能に、前記下り参照信号は、ＣＳＩ－ＲＳ及びＳＳＢの少なくとも１つを含み、
　前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記下りデータチャネルを送信する空間ＱＣ



(25) JP 2021-519005 A 2021.8.5

10

20

30

40

50

Ｌパラメータを指示し、前記下り参照信号のＴＣＩ状態は、前記下り参照信号を送信する
空間ＱＣＬパラメータを指示する。
【０１２８】
　選択可能に、前記所定の規則又は基地局によって設定された規則は、
　前記衝突時間内に、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信号送信用のＴＣ
Ｉ状態と、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態とが同じであること、
　又は、前記衝突時間内に、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信号送信用
のＴＣＩ状態を利用して前記下りデータチャネルを送信することを含む。
【０１２９】
　選択可能に、前記の下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定する前に、前記方法におい
て、
　端末に対し識別子０のＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態を設定、活性化及び指示のうちの少
なくとも１つで決定することを更に含む。
　このＴＣＩ状態は、少なくとも、前記識別子０のＣＯＲＥＳＥＴとはＱＣＩ関係が存在
する同期信号ブロックＳＳＢのインデックスを指示することに用いられる。前記新たに決
定されたＴＣＩ状態は、前記少なくとも１つで決定されたＴＣＩ状態である。
【０１３０】
　選択可能に、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前
記下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記新たに決定されたＴＣＩ状態である。
【０１３１】
　選択可能に、前記設定とは、無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを利用して設定する
ことを指し、
　前記活性化とは、ＭＡＣ　ＣＥを利用し、ＲＲＣシグナリングで設定される複数のＴＣ
Ｉ状態のうちの１つのＴＣＩ状態を活性化することを指し、
　前記指示とは、ＭＡＣ　ＣＥ又は物理レイヤ制御シグナリングを利用して指示すること
を指す。
【０１３２】
　なお、本実施例は、図３に示す実施例に対応する基地局の実施形態であり、その具体的
な実施形態について、図３に示す実施例の関連説明を参照し、同じ効果を奏することもで
きるので、重複を避けるためにここでは繰り返して記載しない。
【０１３３】
　図６を参照する。図６は、本開示の実施例による端末の構造図である。図６に示すよう
に、端末６００は、
　下り制御チャネルのＴＣＩ状態を決定するための制御チャネル決定モジュール６０１と
、
　　ここで、前記端末がオリジナルＢＷＰに切り替わる際に、前記ＴＣＩ状態は、前記端
末が直近の回で前記オリジナルＢＷＰで利用したＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前
記下り制御チャネルは、前記オリジナルＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴで送信され、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下り制御チャネルを受信するための制御チャネル受信モ
ジュール６０２とを含む。
【０１３４】
　選択可能に、図７に示すように、前記端末６００は、
　前記オリジナルＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴに対し基地局によって設定された第１ＴＣＩ状
態に基づいて、前記オリジナルＢＷＰで受信を行うためのオリジナル受信モジュール６０
３と、
　他のＢＷＰに切り替わり、前記他のＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴに対し前記基地局によって
設定されたＴＣＩ状態に基づいて、前記他のＢＷＰで受信を行うための第１切り替えモジ
ュール６０４と、
　前記他のＢＷＰから前記オリジナルＢＷＰに切り替わるための第２切り替えモジュール
６０５とを更に含み、
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　ここで、前記直近の回で前記オリジナルＢＷＰで利用したＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態
は、前記第１ＴＣＩ状態である。
【０１３５】
　選択可能に、前記オリジナルＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴに対し、前記基地局による第２Ｔ
ＣＩ状態の再設定、再活性化又は再指示の前に、前記端末は、前記オリジナルＢＷＰでい
ずれも前記第１ＴＣＩ状態を利用する。
【０１３６】
　本開示の実施例による端末は、図２に示す方法実施例で端末によって実現される各プロ
セスを実現可能であり、重複を避けるためにここでは繰り返して記載せず、データ伝送の
信頼性及び精度を高めることができる。
【０１３７】
　図８を参照し、図８は、本開示の実施例による別の端末の構造図である。図８に示すよ
うに、端末８００は、
　下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定するためのデータチャネル決定モジュール８０
１と、
　　ここで、前記ＴＣＩ状態は、ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態又は新たに決定されたＴＣ
Ｉ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記下りデータチャネルをスケジューリングする
ためのＤＣＩが存在する時間領域リソースのうち最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴであ
り、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを受信するためのデータチャネル受
信モジュール８０２とを含む。
【０１３８】
　選択可能に、データチャネル受信モジュール８０２は、前記ＴＣＩ状態によって指示さ
れる空間準コロケーションＱＣＬパラメータに基づいて前記下りデータチャネルを受信す
ることに用いられる。
【０１３９】
　選択可能に、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前
記ＴＣＩ状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記
時間領域リソースのうち活性化ＢＷＰで最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである。
【０１４０】
　選択可能に、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前
記ＴＣＩ状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ
状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられ、前記ＣＯＲＥＳＥ
Ｔは、前記時間領域リソースのうち、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴ以外の最も識別子が小さ
いＣＯＲＥＳＥＴである。
【０１４１】
　選択可能に、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前
記ＴＣＩ状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ
状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられ、前記ＣＯＲＥＳＥ
Ｔは、前記時間領域リソースのうち、ユニキャスト（ｕｎｉｃａｓｔ）に用いられ且つ最
も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである。
【０１４２】
　選択可能に、前記ＤＣＩにＴＣＩフィールドが存在し又は存在しない場合、前記ＴＣＩ
状態は、いずれも前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態である。
【０１４３】
　選択可能に、衝突時間内に、所定の優先度規則又は基地局によって設定された優先度規
則に基づいて、優先度の高いＴＣＩ状態を利用して下り制御チャネル又は下りデータチャ
ネルを受信する。
　ここで、前記衝突時間は、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、現在受
信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間、又は、前記下りデータ



(27) JP 2021-519005 A 2021.8.5

10

20

30

40

50

チャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間
との重なり時間を含む。前記現在受信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態は、下り制御チ
ャネルを受信するために前記基地局によって設定されるＴＣＩ状態である。前記現在の下
りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記基地局によって指示されて有効になっている下り
データチャネルのＴＣＩ状態である。
【０１４４】
　選択可能に、前記所定の優先度規則又は前記基地局によって設定された優先度規則は、
　前記現在受信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルの
ＴＣＩ状態よりも高いこと、
　前記現在受信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルの
ＴＣＩ状態よりも低いこと、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣ
Ｉ状態よりも高いこと、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣ
Ｉ状態よりも低いこと、
　のうちの少なくとも１つを含む。
【０１４５】
　選択可能に、衝突時間内に、所定の規則又は基地局によって設定された規則に基づいて
、下りデータチャネル及び下り参照信号のうちの少なくとも１つを受信する。
　ここで、前記衝突時間は、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、前記下
り参照信号のＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間を含む。前記下り参照信号のＴＣＩ状
態は、下り参照信号を受信するために前記基地局によって設定又は指示されるＴＣＩ状態
である。
【０１４６】
　選択可能に、前記下り参照信号は、チャネル状態情報参照信号ＣＳＩ－ＲＳ及び同期信
号ブロックＳＳＢの少なくとも１つを含む。
　前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記下りデータチャネルを受信する空間ＱＣ
Ｌパラメータを指示し、前記下り参照信号のＴＣＩ状態は、前記下り参照信号を受信する
空間ＱＣＬパラメータを指示する。
【０１４７】
　選択可能に、前記所定の規則又は基地局によって設定された規則は、
　前記衝突時間内に、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信号受信用のＴＣ
Ｉ状態と、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態とが同じであること、
　又は、前記衝突時間内に、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信号受信用
のＴＣＩ状態を利用して前記下りデータチャネルを受信することを含む。
【０１４８】
　選択可能に、図９に示すように、前記端末８００は、
　識別子０のＣＯＲＥＳＥＴに対し設定、活性化及び指示のうちの少なくとも１つで基地
局によって決定されたＴＣＩ状態を取得するための取得モジュール８０３を更に含む。
　このＴＣＩ状態は、少なくとも、前記識別子０のＣＯＲＥＳＥＴとはＱＣＩ関係が存在
するＳＳＢのインデックスを指示することに用いられる。前記新たに決定されたＴＣＩ状
態は、前記少なくとも１つで決定されたＴＣＩ状態である。
【０１４９】
　選択可能に、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前
記下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記新たに決定されたＴＣＩ状態である。
【０１５０】
　選択可能に、前記設定とは、無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを利用して設定する
ことを指し、
　前記活性化とは、メディアアクセス制御の制御ユニットＭＡＣ　ＣＥを利用し、ＲＲＣ
シグナリングで設定される複数のＴＣＩ状態のうちの１つのＴＣＩ状態を活性化すること
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を指し、
　前記指示とは、ＭＡＣ　ＣＥ又は物理レイヤ制御シグナリングを利用して指示すること
を指す。
【０１５１】
　本開示の実施例による端末は、図３に示す方法実施例で端末によって実現される各プロ
セスを実現可能であり、重複を避けるためにここでは繰り返して記載せず、データ伝送の
信頼性及び精度を高めることができる。
【０１５２】
　図１０を参照し、図１０は、本開示の実施例による基地局の構造図である。図１０に示
すように、基地局１０００は、
　下り制御チャネルのＴＣＩ状態を決定するための制御チャネル決定モジュール１００１
と、
　　ここで、前記ＴＣＩ状態は、前記基地局が直近の回でオリジナルＢＷＰで利用したＣ
ＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記下り制御チャネルは、前記オリジナルＢＷＰのＣ
ＯＲＥＳＥＴで送信され、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下り制御チャネルを送信するための制御チャネル送信モ
ジュール１００２とを含む。
【０１５３】
　選択可能に、前記オリジナルＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴに対し、前記基地局による第２Ｔ
ＣＩ状態の再設定、再活性化又は再指示の前に、前記基地局は、前記オリジナルＢＷＰで
いずれも前記第１ＴＣＩ状態を利用する。
【０１５４】
　本開示の実施例による基地局は、図４に示す方法実施例で基地局によって実現される各
プロセスを実現可能であり、重複を避けるためにここでは繰り返して記載せず、データ伝
送の信頼性及び精度を高めることができる。
【０１５５】
　図１１を参照し、図１１は、本開示の実施例による基地局の構造図である。図１１に示
すように、基地局１１００は、
　下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定するためのデータチャネル決定モジュール１１
０１と、
　　ここで、前記ＴＣＩ状態は、ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態又は新たに決定されたＴＣ
Ｉ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記下りデータチャネルをスケジューリングする
ためのＤＣＩが存在する時間領域リソースのうち最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴであ
り、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを送信するためのデータチャネル送
信モジュール１１０２とを含む。
【０１５６】
　選択可能に、データチャネル送信モジュール１１０２は、前記ＴＣＩ状態によって指示
される空間ＱＣＬパラメータに基づいて前記下りデータチャネルを送信することに用いら
れる。
【０１５７】
　選択可能に、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前
記ＴＣＩ状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記
時間領域リソースのうち活性化ＢＷＰで最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである。
【０１５８】
　選択可能に、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前
記ＴＣＩ状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ
状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられ、前記ＣＯＲＥＳＥ
Ｔは、前記時間領域リソースのうち、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴ以外の最も識別子が小さ
いＣＯＲＥＳＥＴである。
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【０１５９】
　選択可能に、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前
記ＴＣＩ状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ
状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられ、前記ＣＯＲＥＳＥ
Ｔは、前記時間領域リソースのうち、ユニキャスト（ｕｎｉｃａｓｔ）に用いられ且つ最
も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである。
【０１６０】
　選択可能に、前記ＤＣＩにＴＣＩフィールドが存在し又は存在しない場合、前記ＴＣＩ
状態は、いずれも前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態である。
【０１６１】
　選択可能に、衝突時間内に、所定の優先度規則又は基地局によって設定された優先度規
則に基づいて、優先度の高いＴＣＩ状態を利用して下り制御チャネル又は下りデータチャ
ネルを送信する。
　ここで、前記衝突時間は、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、現在の
下り制御チャネルのＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間、又は、前記下りデータチャネ
ルのＴＣＩ状態の利用時間と、現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間との重
なり時間を含む。前記現在の下り制御チャネルのＴＣＩ状態は、下り制御チャネルを送信
するために前記基地局によって設定されるＴＣＩ状態である。前記現在の下りデータチャ
ネルのＴＣＩ状態は、前記基地局によって指示されて有効になっている下りデータチャネ
ルのＴＣＩ状態である。
【０１６２】
　選択可能に、前記所定の優先度規則又は前記基地局によって設定された優先度規則は、
　前記現在の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣＩ
状態よりも高いこと、
　前記現在の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣＩ
状態よりも低いこと、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣ
Ｉ状態よりも高いこと、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣ
Ｉ状態よりも低いこと、
　のうちの少なくとも１つを含む。
【０１６３】
　選択可能に、衝突時間内に、所定の規則又は前記基地局によって設定された規則に基づ
いて、下りデータチャネル及び下り参照信号のうちの少なくとも１つを送信する。
　ここで、前記衝突時間は、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、前記下
り参照信号のＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間を含む。前記下り参照信号のＴＣＩ状
態は、下り参照信号を送信するために前記基地局によって設定又は指示されるＴＣＩ状態
である。
【０１６４】
　選択可能に、前記下り参照信号は、ＣＳＩ－ＲＳ及びＳＳＢの少なくとも１つを含み、
　前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記下りデータチャネルを送信する空間ＱＣ
Ｌパラメータを指示し、前記下り参照信号のＴＣＩ状態は、前記下り参照信号を送信する
空間ＱＣＬパラメータを指示する。
【０１６５】
　選択可能に、前記所定の規則又は基地局によって設定された規則は、
　前記衝突時間内に、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信号送信用のＴＣ
Ｉ状態と、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態とが同じであること、
　又は、前記衝突時間内に、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信号送信用
のＴＣＩ状態を利用して前記下りデータチャネルを送信することを含む。
【０１６６】
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　選択可能に、図１２に示すように、前記基地局１１００は、
　端末に対し識別子０のＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態を設定、活性化及び指示のうちの少
なくとも１つで決定するための状態決定モジュール１１０３を更に含む。
　このＴＣＩ状態は、少なくとも、前記識別子０のＣＯＲＥＳＥＴとはＱＣＩ関係が存在
する同期信号ブロックＳＳＢのインデックスを指示することに用いられる。前記新たに決
定されたＴＣＩ状態は、前記少なくとも１つで決定されたＴＣＩ状態である。
【０１６７】
　選択可能に、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前
記下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記新たに決定されたＴＣＩ状態である。
【０１６８】
　選択可能に、前記設定とは、無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを利用して設定する
ことを指し、
　前記活性化とは、ＭＡＣ　ＣＥを利用し、ＲＲＣシグナリングで設定される複数のＴＣ
Ｉ状態のうちの１つのＴＣＩ状態を活性化することを指し、
　前記指示とは、ＭＡＣ　ＣＥ又は物理レイヤ制御シグナリングを利用して指示すること
を指す。
【０１６９】
　なお、本開示の実施例による基地局は、図３に示す方法実施例で基地局によって実現さ
れる各プロセスを実現可能であり、重複を避けるためにここでは繰り返して記載せず、デ
ータ伝送の信頼性及び精度を高めることができる。
【０１７０】
　図１３は、本開示の各実施例を実現する端末のハードウェア構造図である。
　この端末１３００は、ラジオ周波数ユニット１３０１と、ネットワークモジュール１３
０２と、音声出力ユニット１３０３と、入力ユニット１３０４と、センサ１３０５と、表
示ユニット１３０６と、ユーザ入力ユニット１３０７と、インタフェースユニット１３０
８と、メモリ１３０９と、プロセッサ１３１０と、電源１３１１などの構成要素を含むが
、これらに限定されない。図１３に示される端末の構造は、端末を限定するものではなく
、端末は、図示されるよりも多い又は少ない構成要素を含むことができ、又は特定の構成
要素を組み合わせることができ、又は異なる構成要素の設定を含むことができることを、
当業者は理解可能である。本開示の実施例において、端末は、携帯電話、タブレットパソ
コン、ノートパソコン、パームトップパソコン、車載端末、ウェアラブルデバイス及び歩
数計などを含むが、それらに限定されない。
【０１７１】
　プロセッサ１３１０は、下り制御チャネルのＴＣＩ状態を決定することに用いられる。
ここで、前記端末がオリジナルＢＷＰに切り替わる際に、前記ＴＣＩ状態は、前記端末が
直近の回で前記オリジナルＢＷＰで利用したＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記下
り制御チャネルは、前記オリジナルＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴで送信される、下りチャネル
の受信用いられる。
　ラジオ周波数ユニット１３０１は、前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下り制御チャネルを
受信することに用いられる。
【０１７２】
　選択可能に、前記の下り制御チャネルの伝送設定指示ＴＣＩ状態を決定する前に、ラジ
オ周波数ユニット１３０１は、更に、
　前記オリジナルＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴに対し基地局によって設定された第１ＴＣＩ状
態に基づいて、前記オリジナルＢＷＰで受信を行うことと、
　他のＢＷＰに切り替わり、前記他のＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴに対し前記基地局によって
設定されたＴＣＩ状態に基づいて、前記他のＢＷＰで受信を行うことと、
　前記他のＢＷＰから前記オリジナルＢＷＰに切り替わることとに用いられ、
　ここで、前記直近の回で前記オリジナルＢＷＰで利用したＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態
は、前記第１ＴＣＩ状態である。
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【０１７３】
　選択可能に、前記オリジナルＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴに対し、前記基地局による第２Ｔ
ＣＩ状態の再設定、再活性化又は再指示の前に、前記端末は、前記オリジナルＢＷＰでい
ずれも前記第１ＴＣＩ状態を利用する。上記端末は、データ伝送の信頼性及び精度を高め
ることができる。
【０１７４】
　本開示の実施例において、ラジオ周波数ユニット１３０１は、情報の送受信又は通話中
で信号の送受信に用いられ、具体的に、基地局からのダウンリンクデータを受信した後、
プロセッサ１３１０による処理に供し、また、アップリンクデータを基地局に送信する。
一般に、ラジオ周波数ユニット１３０１は、アンテナ、少なくとも１つの増幅器、トラン
シーバ、結合器、低雑音増幅器、デュプレクサなどを含むが、それらに限定されない。ま
た、ラジオ周波数ユニット１３０１は、無線通信システムを介してネットワークや他の機
器と通信を行うこともできる。
【０１７５】
　端末は、ネットワークモジュール１３０２を介して、電子メールの送受信、ウェブペー
ジの閲覧、ストリーミングメディアへのアクセスを支援するなど、無線ブロードバンドイ
ンターネットアクセスをユーザに提供する。
【０１７６】
　音声出力ユニット１３０３は、ラジオ周波数ユニット１３０１やネットワークモジュー
ル１３０２が受信した音声データや、メモリ１３０９に記憶された音声データを音声信号
に変換して音声として出力することができる。また、音声出力ユニット１３０３は、端末
１３００が実行する特定の機能に関する音声（例えば、呼出信号着信音、メッセージ着信
音等）を出力してもよい。音声出力ユニット１３０３は、スピーカ、ブザー及びレシーバ
などを含む。
【０１７７】
　入力ユニット１３０４は、音声や映像の信号を受信することに用いられる。入力ユニッ
ト１３０４は、ビデオキャプチャモード又は画像キャプチャモードでカメラなどの画像キ
ャプチャ装置によって取得された静止画又は動画の画像データを処理するグラフィックス
プロセッサＧＰＵ（Ｇｒａｐｈｉｃｓ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）　１３０４１
と、マイク１３０４２とを含む。処理された画像フレームは、表示ユニット１３０６上に
表示される。グラフィックスプロセッサ１３０４１で処理された画像フレームは、メモリ
１３０９（又は他の記憶媒体）に記憶されるか、又はラジオ周波数ユニット１３０１又は
ネットワークモジュール１３０２を介して送信される。マイク１３０４２は、音声を受信
し、音声データに加工することができる。処理された音声データは、電話通話モードの場
合、ラジオ周波数ユニット１３０１を介して移動体通信基地局に送信可能な形式に変換し
て出力することができる。
【０１７８】
　端末１３００は、光センサ、モーションセンサ及び他のセンサのような少なくとも１つ
のセンサ１３０５を更に含む。具体的には、光センサは、周辺光センサ及び近接センサを
含む。周辺光センサは、周辺光の明暗に応じて表示パネル１３０６１の輝度を調節し、近
接センサは、端末１３００が耳に移動したときに表示パネル１３０６１及び／又はバック
ライトを消灯する。モーションセンサの１種として、加速度計センサは、様々な方向（一
般的には３軸）の加速度の大きさを検出でき、静止時は重力の大きさ及び方向を検出でき
、端末姿勢の認識（例えば、縦横画面切替、関連ゲーム、磁力計姿勢キャリブレーション
）、振動認識関連機能（たとえば、歩数計、ストローク）などに用いることができる。セ
ンサ１３０５は、指紋センサ、圧力センサ、虹彩センサ、分子センサ、ジャイロスコープ
、気圧計、湿度計、温度計、赤外線センサなどを更に含むことができるが、ここでは枚挙
しない。
【０１７９】
　表示ユニット１３０６は、ユーザが入力した情報やユーザに提供した情報を表示するた
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めに用いられる。表示ユニット１３０６は、液晶ディスプレイＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃ
ｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、有機発光ダイオードＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉ
ｇｈｔ－Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）などからなる表示パネル１３０６１を含んでも
よい。
【０１８０】
　ユーザ入力ユニット１３０７は、数字や文字情報の入力を受け付け、ユーザによる端末
の設定や機能制御に関するキー信号の入力を行うことに用いられる。具体的に、ユーザ入
力ユニット１３０７は、タッチパネル１３０７１と、その他の入力装置１３０７２とを含
む。タッチパネル１３０７１は、タッチスクリーンとも呼ばれ、その上又は付近でのユー
ザのタッチ操作を取得可能である（たとえばユーザが指やスタイラスなどの任意の適切な
物体や付属部材を用いたタッチパネル１３０７１の上又はタッチパネル１３０７１の付近
での操作）。タッチパネル１３０７１は、タッチ検出装置とタッチコントローラの２つの
部分を含みうる。ここで、タッチ検出装置は、ユーザのタッチ方位を検出し、タッチ操作
による信号を検出してタッチコントローラに伝達する。タッチコントローラは、タッチ検
出装置からのタッチ情報を受信し、それを接点座標に変換してプロセッサ１３１０に送り
、プロセッサ１３１０からの命令を受信して実行する。なお、タッチパネル１３０７１は
、抵抗膜式、静電容量式、赤外線、表面弾性波など、種々の方式を用いて実現することが
できる。ユーザ入力ユニット１３０７は、タッチパネル１３０７１の他に、他の入力機器
１３０７２を含んでもよい。具体的に、他の入力機器１３７２は、物理的なキーボード、
機能キー（例えば、音量調節キー、スイッチキーなど）、トラックボール、マウス、レバ
ーを含むが、ここでは枚挙しない。
【０１８１】
　更に、タッチパネル１３０７１は、表示パネル１３０６１に重ねられる。タッチパネル
１３０７１は、その上又はその近くでタッチ操作を検出すると、プロセッサ１３１０に送
信して、タッチイベントのタイプを決定する。次いで、プロセッサ１３１０は、タッチイ
ベントのタイプに応じて、対応する視覚的出力を表示パネル１３０６１に提供する。図１
３では、タッチパネル１３０７１と表示パネル１３０６１は、独立した２つの部品として
端末の入出力機能を実現するが、実施例によっては、タッチパネル１３０７１と表示パネ
ル１３０６１を一体化して端末の入出力機能を実現することもでき、具体的にここでは限
定しない。
【０１８２】
　インタフェースユニット１３０８は、外部装置と端末１３００とを接続するためのイン
タフェースである。例えば、外部装置は、有線又は無線ヘッドホンポート、外部電源（又
はバッテリ充電器）ポート、有線又は無線データポート、メモリカードポート、識別モジ
ュールを有する装置を接続するためのポート、オーディオ入出力（Ｉ／Ｏ）ポート、ビデ
オＩ／Ｏポート、ヘッドホンポート等を含む。インターフェイスユニット１３０８は、外
部装置から入力（たとえば、データ情報、電力など）を受信し、受信した入力を端末１３
００内の１つ以上の要素に伝送するために使用されてもよく、又は端末１３００と外部装
置との間でデータを伝送するために使用されてもよい。
【０１８３】
　メモリ１３０９は、ソフトウェアプログラム及び様々なデータを格納するために使用さ
れる。メモリ１３０９は、オペレーティングシステム、少なくとも１つの機能に必要なア
プリケーション（たとえば、音声再生機能、画像再生機能など）などを格納することがで
きるプログラム格納領域と、データ格納領域とを主に含んでもよい。データ格納領域は、
音声データや電話帳など、携帯電話機の使用に応じて作成されたデータを記憶することが
できる。更に、メモリ１３０９は、高速ランダムアクセスメモリを含んでもよく、少なく
とも１つの磁気ディスク記憶装置、フラッシュメモリデバイス、又は他の揮発性固体記憶
デバイスなどの不揮発性メモリを含んでもよい。
【０１８４】
　プロセッサ１３１０は、端末の制御センタであり、各種インタフェースや回線を用いて
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端末全体の各部を接続し、メモリ１３０９に格納されたソフトウェアプログラム及び／又
はモジュールを実行、メモリ１３０９に格納されたデータを呼び出して端末の各種機能及
び処理データを実行し、端末全体の監視を行う。プロセッサ１３１０は、１つ以上の処理
ユニットを含んでもよい。選択可能に、プロセッサ１３１０は、オペレーティングシステ
ム、ユーザインターフェース及びアプリケーションなどを主に処理するアプリケーション
プロセッサと、ワイヤレス通信を主に処理するモデムプロセッサとを統合することができ
る。上述のモデムプロセッサは、プロセッサ１３１０に統合されなくてもよいことが理解
される。
【０１８５】
　端末１３００は、各構成要素に電力を供給するためのバッテリのような電源１３１１を
更に含んでもよい。選択可能に、電源１３１１は、電源管理システムを介してプロセッサ
１３１０に論理的に接続されてもよく、電源管理システムを介して充電、放電、及び消費
電力管理などを管理する機能を実現してもよい。
【０１８６】
　また、端末１３００は、図示しない機能モジュールを更に含んでもよく、ここでの説明
は省略する。
【０１８７】
　選択可能に、本開示の実施例は、プロセッサ１３１０と、メモリ１３０９と、メモリ１
３０９に記憶され、前記プロセッサ１３１０で動作可能なコンピュータプログラムとを含
む端末を更に提供し、このコンピュータプログラムがプロセッサ１３１０によって実行さ
れると、上記の下りチャネルの受信方法の実施例の各プロセスが実現され、同じ効果を奏
することもできるので、重複を避けるためにここでは繰り返して記載しない。
【０１８８】
　図１４は、本開示の各実施例を実現する端末のハードウェア構造図である。
　この端末１４００は、ラジオ周波数ユニット１４０１と、ネットワークモジュール１４
０２と、音声出力ユニット１４０３と、入力ユニット１４０４と、センサ１４０５と、表
示ユニット１４０６と、ユーザ入力ユニット１４０７と、インタフェースユニット１４０
８と、メモリ１４０９と、プロセッサ１４１０と、電源１４１１などの構成要素を含むが
、これらに限定されない。図１４に示される端末の構造は、端末を限定するものではなく
、端末は、図示されるよりも多い又は少ない構成要素を含むことができ、又は特定の構成
要素を組み合わせることができ、又は異なる構成要素の設定を含むことができることを、
当業者は理解可能である。本開示の実施例において、端末は、携帯電話、タブレットパソ
コン、ノートパソコン、パームトップパソコン、車載端末、ウェアラブルデバイス及び歩
数計などを含むが、それらに限定されない。
【０１８９】
　プロセッサ１４１０は、下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定することに用いられる
。ここで、前記ＴＣＩ状態は、ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態又は新たに決定されたＴＣＩ
状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記下りデータチャネルをスケジューリングするた
めの下り制御情報ＤＣＩが存在する時間領域リソースのうち最も識別子が小さいＣＯＲＥ
ＳＥＴである。
　ラジオ周波数ユニット１４０１は、前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネル
を受信することに用いられる。
【０１９０】
　選択可能に、ラジオ周波数ユニット１４０１によって実行される、前記の前記ＴＣＩ状
態に基づいて前記下りデータチャネルを受信することは、
　前記ＴＣＩ状態によって指示される空間準コロケーションＱＣＬパラメータに基づいて
前記下りデータチャネルを受信することを含む。
【０１９１】
　選択可能に、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前
記ＴＣＩ状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記
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時間領域リソースのうち活性化ＢＷＰで最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである。
【０１９２】
　選択可能に、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前
記ＴＣＩ状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ
状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられ、前記ＣＯＲＥＳＥ
Ｔは、前記時間領域リソースのうち、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴ以外の最も識別子が小さ
いＣＯＲＥＳＥＴである。
【０１９３】
　選択可能に、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前
記ＴＣＩ状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ
状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられ、前記ＣＯＲＥＳＥ
Ｔは、前記時間領域リソースのうち、ユニキャスト（ｕｎｉｃａｓｔ）に用いられ且つ最
も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである。
【０１９４】
　選択可能に、前記ＤＣＩにＴＣＩフィールドが存在し又は存在しない場合、前記ＴＣＩ
状態は、いずれも前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態である。
【０１９５】
　選択可能に、衝突時間内に、所定の優先度規則又は基地局によって設定された優先度規
則に基づいて、優先度の高いＴＣＩ状態を利用して下り制御チャネル又は下りデータチャ
ネルを受信する。
　ここで、前記衝突時間は、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、現在受
信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間、又は、前記下りデータ
チャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間
との重なり時間を含む。前記現在受信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態は、下り制御チ
ャネルを受信するために前記基地局によって設定されるＴＣＩ状態である。前記現在の下
りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記基地局によって指示されて有効になっている下り
データチャネルのＴＣＩ状態である。
【０１９６】
　選択可能に、前記所定の優先度規則又は前記基地局によって設定された優先度規則は、
　前記現在受信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルの
ＴＣＩ状態よりも高いこと、
　前記現在受信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルの
ＴＣＩ状態よりも低いこと、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣ
Ｉ状態よりも高いこと、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣ
Ｉ状態よりも低いこと、
　のうちの少なくとも１つを含む。
【０１９７】
　選択可能に、衝突時間内に、所定の規則又は基地局によって設定された規則に基づいて
、下りデータチャネル及び下り参照信号のうちの少なくとも１つを受信する。
　ここで、前記衝突時間は、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、前記下
り参照信号のＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間を含む。前記下り参照信号のＴＣＩ状
態は、下り参照信号を受信するために前記基地局によって設定又は指示されるＴＣＩ状態
である。
【０１９８】
　選択可能に、前記下り参照信号は、チャネル状態情報参照信号ＣＳＩ－ＲＳ及び同期信
号ブロックＳＳＢの少なくとも１つを含み、
　前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記下りデータチャネルを受信する空間ＱＣ
Ｌパラメータを指示し、前記下り参照信号のＴＣＩ状態は、前記下り参照信号を受信する
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空間ＱＣＬパラメータを指示する。
【０１９９】
　選択可能に、前記所定の規則又は基地局によって設定された規則は、
　前記衝突時間内に、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信号受信用のＴＣ
Ｉ状態と、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態とが同じであること、
　又は、前記衝突時間内に、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信号受信用
のＴＣＩ状態を利用して前記下りデータチャネルを受信することを含む。
【０２００】
　選択可能に、前記の下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定する前に、ラジオ周波数ユ
ニット１４０１は、更に、
　識別子０のＣＯＲＥＳＥＴに対し設定、活性化及び指示のうちの少なくとも１つで基地
局によって決定されたＴＣＩ状態を取得することに用いられる。
　このＴＣＩ状態は、少なくとも、前記識別子０のＣＯＲＥＳＥＴとはＱＣＩ関係が存在
するＳＳＢのインデックスを指示することに用いられる。前記新たに決定されたＴＣＩ状
態は、前記少なくとも１つで決定されたＴＣＩ状態である。
【０２０１】
　選択可能に、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前
記下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記新たに決定されたＴＣＩ状態である。
【０２０２】
　選択可能に、前記設定とは、無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを利用して設定する
ことを指し、
　前記活性化とは、メディアアクセス制御の制御ユニットＭＡＣ　ＣＥを利用し、ＲＲＣ
シグナリングで設定される複数のＴＣＩ状態のうちの１つのＴＣＩ状態を活性化すること
を指し、
　前記指示とは、ＭＡＣ　ＣＥ又は物理レイヤ制御シグナリングを利用して指示すること
を指す。
【０２０３】
　上記端末は、データ伝送の信頼性及び精度を高めることができる。
【０２０４】
　本開示の実施例において、ラジオ周波数ユニット１４０１は、情報の送受信又は通話中
で信号の送受信に用いられ、具体的に、基地局からのダウンリンクデータを受信した後、
プロセッサ１４１０による処理に供し、また、アップリンクデータを基地局に送信する。
一般に、ラジオ周波数ユニット１４０１は、アンテナ、少なくとも１つの増幅器、トラン
シーバ、結合器、低雑音増幅器、デュプレクサなどを含むが、それらに限定されない。ま
た、ラジオ周波数ユニット１４０１は、無線通信システムを介してネットワークや他の機
器と通信を行うこともできる。
【０２０５】
　端末は、ネットワークモジュール１４０２を介して、電子メールの送受信、ウェブペー
ジの閲覧、ストリーミングメディアへのアクセスを支援するなど、無線ブロードバンドイ
ンターネットアクセスをユーザに提供する。
【０２０６】
　音声出力ユニット１４０３は、ラジオ周波数ユニット１４０１やネットワークモジュー
ル１４０２が受信した音声データや、メモリ１４０９に記憶された音声データを音声信号
に変換して音声として出力することができる。また、音声出力ユニット１４０３は、端末
１４００が実行する特定の機能に関する音声（例えば、呼出信号着信音、メッセージ着信
音等）を出力してもよい。音声出力ユニット１４０３は、スピーカ、ブザー及びレシーバ
などを含む。
【０２０７】
　入力ユニット１４０４は、音声や映像の信号を受信することに用いられる。入力ユニッ
ト１４０４は、ビデオキャプチャモード又は画像キャプチャモードでカメラなどの画像キ
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ャプチャ装置によって取得された静止画又は動画の画像データを処理するグラフィックス
プロセッサＧＰＵ（Ｇｒａｐｈｉｃｓ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）　１４０４１
と、マイク１４０４２とを含む。処理された画像フレームは、表示ユニット１４０６上に
表示される。グラフィックスプロセッサ１４０４１で処理された画像フレームは、メモリ
１４０９（又は他の記憶媒体）に記憶されるか、又はラジオ周波数ユニット１４０１又は
ネットワークモジュール１４０２を介して送信される。マイク１４０４２は、音声を受信
し、音声データに加工することができる。処理された音声データは、電話通話モードの場
合、ラジオ周波数ユニット１４０１を介して移動体通信基地局に送信可能な形式に変換し
て出力することができる。
【０２０８】
　端末１４００は、光センサ、モーションセンサ及び他のセンサのような少なくとも１つ
のセンサ１４０５を更に含む。具体的には、光センサは、周辺光センサ及び近接センサを
含む。周辺光センサは、周辺光の明暗に応じて表示パネル１４０６１の輝度を調節し、近
接センサは、端末１４００が耳に移動したときに表示パネル１４０６１及び／又はバック
ライトを消灯する。モーションセンサの１種として、加速度計センサは、様々な方向（一
般的には３軸）の加速度の大きさを検出でき、静止時は重力の大きさ及び方向を検出でき
、端末姿勢の認識（例えば、縦横画面切替、関連ゲーム、磁力計姿勢キャリブレーション
）、振動認識関連機能（たとえば、歩数計、ストローク）などに用いることができる。セ
ンサ１４０５は、指紋センサ、圧力センサ、虹彩センサ、分子センサ、ジャイロスコープ
、気圧計、湿度計、温度計、赤外線センサなどを更に含むことができるが、ここでは枚挙
しない。
【０２０９】
　表示ユニット１４０６は、ユーザが入力した情報やユーザに提供した情報を表示するた
めに用いられる。表示ユニット１４０６は、液晶ディスプレイＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃ
ｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、有機発光ダイオードＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉ
ｇｈｔ－Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）などからなる表示パネル１４０６１を含んでも
よい。
【０２１０】
　ユーザ入力ユニット１４０７は、数字や文字情報の入力を受け付け、ユーザによる端末
の設定や機能制御に関するキー信号の入力を行うことに用いられる。具体的に、ユーザ入
力ユニット１４０７は、タッチパネル１４０７１と、その他の入力装置１４０７２とを含
む。タッチパネル１４０７１は、タッチスクリーンとも呼ばれ、その上又は付近でのユー
ザのタッチ操作を取得可能である（たとえばユーザが指やスタイラスなどの任意の適切な
物体や付属部材を用いたタッチパネル１４０７１の上又はタッチパネル１４０７１の付近
での操作）。タッチパネル１４０７１は、タッチ検出装置とタッチコントローラの２つの
部分を含みうる。ここで、タッチ検出装置は、ユーザのタッチ方位を検出し、タッチ操作
による信号を検出してタッチコントローラに伝達する。タッチコントローラは、タッチ検
出装置からのタッチ情報を受信し、それを接点座標に変換してプロセッサ１４１０に送り
、プロセッサ１４１０からの命令を受信して実行する。なお、タッチパネル１４０７１は
、抵抗膜式、静電容量式、赤外線、表面弾性波など、種々の方式を用いて実現することが
できる。ユーザ入力ユニット１４０７は、タッチパネル１４０７１の他に、他の入力機器
１４０７２を含んでもよい。具体的に、他の入力機器１４７２は、物理的なキーボード、
機能キー（例えば、音量調節キー、スイッチキーなど）、トラックボール、マウス、レバ
ーを含むが、ここでは枚挙しない。
【０２１１】
　更に、タッチパネル１４０７１は、表示パネル１４０６１に重ねられる。タッチパネル
１４０７１は、その上又はその近くでタッチ操作を検出すると、プロセッサ１４１０に送
信して、タッチイベントのタイプを決定する。次いで、プロセッサ１４１０は、タッチイ
ベントのタイプに応じて、対応する視覚的出力を表示パネル１４０６１に提供する。図１
４では、タッチパネル１４０７１と表示パネル１４０６１は、独立した２つの部品として
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端末の入出力機能を実現するが、実施例によっては、タッチパネル１４０７１と表示パネ
ル１４０６１を一体化して端末の入出力機能を実現することもでき、具体的にここでは限
定しない。
【０２１２】
　インタフェースユニット１４０８は、外部装置と端末１４００とを接続するためのイン
タフェースである。例えば、外部装置は、有線又は無線ヘッドホンポート、外部電源（又
はバッテリ充電器）ポート、有線又は無線データポート、メモリカードポート、識別モジ
ュールを有する装置を接続するためのポート、オーディオ入出力（Ｉ／Ｏ）ポート、ビデ
オＩ／Ｏポート、ヘッドホンポート等を含む。インターフェイスユニット１４０８は、外
部装置から入力（たとえば、データ情報、電力など）を受信し、受信した入力を端末１４
００内の１つ以上の要素に伝送するために使用されてもよく、又は端末１４００と外部装
置との間でデータを伝送するために使用されてもよい。
【０２１３】
　メモリ１４０９は、ソフトウェアプログラム及び様々なデータを格納するために使用さ
れる。メモリ１４０９は、オペレーティングシステム、少なくとも１つの機能に必要なア
プリケーション（たとえば、音声再生機能、画像再生機能など）などを格納することがで
きるプログラム格納領域と、データ格納領域とを主に含んでもよい。データ格納領域は、
音声データや電話帳など、携帯電話機の使用に応じて作成されたデータを記憶することが
できる。更に、メモリ１４０９は、高速ランダムアクセスメモリを含んでもよく、少なく
とも１つの磁気ディスク記憶装置、フラッシュメモリデバイス、又は他の揮発性固体記憶
デバイスなどの不揮発性メモリを含んでもよい。
【０２１４】
　プロセッサ１４１０は、端末の制御センタであり、各種インタフェースや回線を用いて
端末全体の各部を接続し、メモリ１４０９に格納されたソフトウェアプログラム及び／又
はモジュールを実行、メモリ１４０９に格納されたデータを呼び出して端末の各種機能及
び処理データを実行し、端末全体の監視を行う。プロセッサ１４１０は、１つ以上の処理
ユニットを含んでもよい。選択可能に、プロセッサ１４１０は、オペレーティングシステ
ム、ユーザインターフェース及びアプリケーションなどを主に処理するアプリケーション
プロセッサと、ワイヤレス通信を主に処理するモデムプロセッサとを統合することができ
る。上述のモデムプロセッサは、プロセッサ１４１０に統合されなくてもよいことが理解
される。
【０２１５】
　端末１４００は、各構成要素に電力を供給するためのバッテリのような電源１４１１を
更に含んでもよい。選択可能に、電源１４１１は、電源管理システムを介してプロセッサ
１４１０に論理的に接続されてもよく、電源管理システムを介して充電、放電、及び消費
電力管理などを管理する機能を実現してもよい。
【０２１６】
　また、端末１４００は、図示しない機能モジュールを更に含んでもよく、ここでの説明
は省略する。
【０２１７】
　選択可能に、本開示の実施例は、プロセッサ１４１０と、メモリ１４０９と、メモリ１
４０９に記憶され、前記プロセッサ１４１０で動作可能なコンピュータプログラムとを含
む端末を更に提供し、このコンピュータプログラムがプロセッサ１４１０によって実行さ
れると、上記の下りチャネルの受信方法の実施例の各プロセスが実現され、同じ効果を奏
することもできるので、重複を避けるためにここでは繰り返して記載しない。
【０２１８】
　図１５を参照し、図１５は、本開示の実施例による別の基地局の構造図である。図１５
に示すように、この基地局１５００は、プロセッサ１５０１と、トランシーバ１５０２と
、メモリ１５０３と、バスインタフェースを含む。
　ここで、プロセッサ１５０１は、下り制御チャネルのＴＣＩ状態を決定することに用い
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られる。ここで、前記ＴＣＩ状態は、前記基地局が直近の回でオリジナルＢＷＰで利用し
たＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記下り制御チャネルは、前記オリジナルＢＷＰ
のＣＯＲＥＳＥＴで送信される。
　トランシーバ１５０２は、前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下り制御チャネルを送信する
ことに用いられる。
【０２１９】
　選択可能に、前記オリジナルＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴに対し、前記基地局による第２Ｔ
ＣＩ状態の再設定、再活性化又は再指示の前に、前記基地局は、前記オリジナルＢＷＰで
いずれも前記第１ＴＣＩ状態を利用する。
【０２２０】
　上記基地局は、データ伝送の信頼性及び精度を高めることができる。
【０２２１】
　ここで、トランシーバ１５０２は、プロセッサ１５０１による制御でデータを送受信す
ることに用いられる。前記トランシーバ１５０２は、少なくとも２つのアンテナポートを
含む。
【０２２２】
　図１５において、バスアーキテクチャは、任意数の相互接続するバスとブリッジを含み
、具体的に、プロセッサ１５０１をはじめとする１つ又は複数のプロセッサとメモリ１５
０３をはじめとするメモリの各種類の回路が接続したものである。バスアーキテクチャは
、周辺イクイップメント、レギュレーター、電力管理回路などの各種類のほかの回路を接
続したものであってもよい。これらは、いずれも本分野の公知事項であり、本文において
さらなる記載をしない。バスインタフェースにより、インタフェースが提供される。トラ
ンシーバ１５０２は、複数の部品であってもよく、即ち送信機と受信機を含み、伝送媒体
でほかの各種類の装置と通信するユニットとして提供される。ユーザ端末によっては、ユ
ーザインタフェースは、内部接続や外部接続する機器のインタフェースであってもよい。
接続する機器は、キーパッド、ディスプレイ、スピーカ、マイクロフォン、ジョイスティ
ックなどを含むが、それらに限られない。
【０２２３】
　プロセッサ１５０１は、バスアーキテクチャと通常の処理を管理する。メモリ１５０３
は、プロセッサ１５０１による操作実行に使用されるデータを記憶できる。
【０２２４】
　選択可能に、本開示の実施例は、プロセッサ１５０１と、メモリ１５０３と、メモリ１
５０３に記憶され、前記プロセッサ１５０１で動作可能なコンピュータプログラムとを含
む基地局を更に提供し、このコンピュータプログラムがプロセッサ１５０１によって実行
されると、上記の下りチャネルの送信方法の実施例の各プロセスが実現され、同じ効果を
奏することもできるので、重複を避けるためにここでは繰り返して記載しない。
【０２２５】
　図１６を参照し、図１６は、本開示の実施例による別の基地局の構造図である。図１６
に示すように、この基地局１６００は、プロセッサ１６０１と、トランシーバ１６０２と
、メモリ１６０３と、バスインタフェースを含む。
　ここで、プロセッサ１６０１は、下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定することに用
いられる。ここで、前記ＴＣＩ状態は、ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態又は新たに決定され
たＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記下りデータチャネルをスケジューリン
グするためのＤＣＩが存在する時間領域リソースのうち最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥ
Ｔである。
　トランシーバ１６０２は、前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを送信す
ることに用いられる。
【０２２６】
　選択可能に、トランシーバ１６０２によって実行される、前記の前記ＴＣＩ状態に基づ
いて前記下りデータチャネルを送信することは、
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　前記ＴＣＩ状態によって指示される空間ＱＣＬパラメータに基づいて前記下りデータチ
ャネルを送信することを含む。
【０２２７】
　選択可能に、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前
記ＴＣＩ状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記
時間領域リソースのうち活性化ＢＷＰで最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである。
【０２２８】
　選択可能に、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前
記ＴＣＩ状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ
状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられ、前記ＣＯＲＥＳＥ
Ｔは、前記時間領域リソースのうち、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴ以外の最も識別子が小さ
いＣＯＲＥＳＥＴである。
【０２２９】
　選択可能に、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前
記ＴＣＩ状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ
状態は、前記ＣＯＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられ、前記ＣＯＲＥＳＥ
Ｔは、前記時間領域リソースのうち、ユニキャスト（ｕｎｉｃａｓｔ）に用いられ且つ最
も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴである。
【０２３０】
　選択可能に、前記ＤＣＩにＴＣＩフィールドが存在し又は存在しない場合、前記ＴＣＩ
状態は、いずれも前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態である。
【０２３１】
　選択可能に、衝突時間内に、所定の優先度規則又は基地局によって設定された優先度規
則に基づいて、優先度の高いＴＣＩ状態を利用して下り制御チャネル又は下りデータチャ
ネルを送信する。
　ここで、前記衝突時間は、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、現在の
下り制御チャネルのＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間、又は、前記下りデータチャネ
ルのＴＣＩ状態の利用時間と、現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間との重
なり時間を含む。前記現在の下り制御チャネルのＴＣＩ状態は、下り制御チャネルを送信
するために前記基地局によって設定されるＴＣＩ状態である。前記現在の下りデータチャ
ネルのＴＣＩ状態は、前記基地局によって指示されて有効になっている下りデータチャネ
ルのＴＣＩ状態である。
【０２３２】
　選択可能に、前記所定の優先度規則又は前記基地局によって設定された優先度規則は、
　前記現在の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣＩ
状態よりも高いこと、
　前記現在の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣＩ
状態よりも低いこと、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣ
Ｉ状態よりも高いこと、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣ
Ｉ状態よりも低いこと、
　のうちの少なくとも１つを含む。
【０２３３】
　選択可能に、衝突時間内に、所定の規則又は前記基地局によって設定された規則に基づ
いて、下りデータチャネル及び下り参照信号のうちの少なくとも１つを送信する。
　ここで、前記衝突時間は、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、前記下
り参照信号のＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間を含む。前記下り参照信号のＴＣＩ状
態は、下り参照信号を送信するために前記基地局によって設定又は指示されるＴＣＩ状態
である。



(40) JP 2021-519005 A 2021.8.5

10

20

30

40

50

【０２３４】
　選択可能に、前記下り参照信号は、ＣＳＩ－ＲＳ及びＳＳＢの少なくとも１つを含み、
　前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記下りデータチャネルを送信する空間ＱＣ
Ｌパラメータを指示し、前記下り参照信号のＴＣＩ状態は、前記下り参照信号を送信する
空間ＱＣＬパラメータを指示する。
【０２３５】
　選択可能に、前記所定の規則又は基地局によって設定された規則は、
　前記衝突時間内に、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信号送信用のＴＣ
Ｉ状態と、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態とが同じであること、
　又は、前記衝突時間内に、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信号送信用
のＴＣＩ状態を利用して前記下りデータチャネルを送信することを含む。
【０２３６】
　選択可能に、前記の下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定する前に、トランシーバ１
６０２は、更に、端末に対し識別子０のＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態を設定、活性化及び
指示のうちの少なくとも１つで決定することに用いられる。
　このＴＣＩ状態は、少なくとも、前記識別子０のＣＯＲＥＳＥＴとはＱＣＩ関係が存在
する同期信号ブロックＳＳＢのインデックスを指示することに用いられる。前記新たに決
定されたＴＣＩ状態は、前記少なくとも１つで決定されたＴＣＩ状態である。
【０２３７】
　選択可能に、前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前
記下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記新たに決定されたＴＣＩ状態である。
【０２３８】
　選択可能に、前記設定とは、無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを利用して設定する
ことを指し、
　前記活性化とは、ＭＡＣ　ＣＥを利用し、ＲＲＣシグナリングで設定される複数のＴＣ
Ｉ状態のうちの１つのＴＣＩ状態を活性化することを指し、
　前記指示とは、ＭＡＣ　ＣＥ又は物理レイヤ制御シグナリングを利用して指示すること
を指す。
【０２３９】
　上記基地局は、データ伝送の信頼性及び精度を高めることができる。
【０２４０】
　ここで、トランシーバ１６０２は、プロセッサ１６０１による制御でデータを送受信す
ることに用いられる。前記トランシーバ１６０２は、少なくとも２つのアンテナポートを
含む。
【０２４１】
　図１６において、バスアーキテクチャは、任意数の相互接続するバスとブリッジを含み
、具体的に、プロセッサ１６０１をはじめとする１つ又は複数のプロセッサとメモリ１６
０３をはじめとするメモリの各種類の回路が接続したものである。バスアーキテクチャは
、周辺イクイップメント、レギュレーター、電力管理回路などの各種類のほかの回路を接
続したものであってもよい。これらは、いずれも本分野の公知事項であり、本文において
さらなる記載をしない。バスインタフェースにより、インタフェースが提供される。トラ
ンシーバ１６０２は、複数の部品であってもよく、即ち送信機と受信機を含み、伝送媒体
でほかの各種類の装置と通信するユニットとして提供される。ユーザ端末によっては、ユ
ーザインタフェースは、内部接続や外部接続する機器のインタフェースであってもよい。
接続する機器は、キーパッド、ディスプレイ、スピーカ、マイクロフォン、ジョイスティ
ックなどを含むが、それらに限られない。
【０２４２】
　プロセッサ１６０１は、バスアーキテクチャと通常の処理を管理する。メモリ１６０３
は、プロセッサ１６０１による操作実行に使用されるデータを記憶できる。
【０２４３】
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　選択可能に、本開示の実施例は、プロセッサ１６０１と、メモリ１６０３と、メモリ１
６０３に記憶され、前記プロセッサ１６０１で動作可能なコンピュータプログラムとを含
む基地局を更に提供し、このコンピュータプログラムがプロセッサ１６０１によって実行
されると、上記の下りチャネルの送信方法の実施例の各プロセスが実現され、同じ効果を
奏することもできるので、重複を避けるためにここでは繰り返して記載しない。
【０２４４】
　本開示の実施例は、コンピュータプログラムが記憶されているコンピュータ読み取り可
能な記憶媒体を更に提供し、このコンピュータプログラムがプロセッサによって実行され
ると、本開示の実施例による各下りチャネルの受信方法の各プロセスが実現され、又は、
このコンピュータプログラムがプロセッサによって実行されると、本開示の実施例による
各下りチャネルの送信方法の各プロセスが実現され、且つ同じ技術効果を達成することが
できるので、重複を避けるためにここでは繰り返して記載しない。ここで、前記コンピュ
ータ読み取り可能な記憶媒体は、たとえば、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ
）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、磁気ディスク又は光ディス
クなど等である。
【０２４５】
　なお、本明細書において、「含む」や「含有する」又はそれ以外のあらゆる変形用語は
、非排他的に含むことを意味する。よって、一連の要素を含むプロセス、方法、モノ又は
装置は、それらの要素を含むだけではなく、明確に列挙されていない他の要素を更に含み
、又はこのようなプロセス、方法、モノ又は装置に固有の要素を更に含む。特に限定され
ない限り、「…を１つ含む」の表現によって限定される要素について、当該要素を含むプ
ロセス、方法、モノ又は装置に他の同一要素の存在を除外しない。
【０２４６】
　以上の実施形態の記載から、上記実施例の方法が、ソフトウェアに必須の汎用ハードウ
ェアプラットフォームの形態で実現され、もちろんハードウェアによっても実現されても
よく、多くの場合では前者がより好適な実施形態であることは、当業者にとって自明であ
る。このような理解に基づき、本開示の技術手段の実質的又は従来技術に貢献した部分は
、ソフトウェアプロダクトの形式で現れる。当該コンピュータソフトウェアプロダクトは
、記憶媒体（たとえばＲＯＭ／ＲＡＭ、磁気ディスク、光ディスク）に記憶され、本開示
の各実施例の方法を１台の端末機器（携帯電話、コンピュータ、サーバー、空調機又はネ
ットワークデバイスなど）に実行させるいくつかの指令を含む。
【０２４７】
　以上、本開示の実施例を図面に基づいて記載したが、本開示は、上記の具体的な実施形
態に限定されるものではない。上記の具体的な実施形態は、例示的なものであり、限定的
なものではない。本開示のヒントを受け、当業者が本開示の趣旨及び特許請求の範囲から
逸脱することなくなしえる多くの形態は、すべて本開示の保護範囲に含まれる。
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【手続補正書】
【提出日】令和2年8月14日(2020.8.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末に応用される下りチャネルの受信方法であって、
　下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定することと、
　　ここで、前記ＴＣＩ状態は、ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態又は新たに決定されたＴＣ
Ｉ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記下りデータチャネルをスケジューリングする
ための下り制御情報ＤＣＩが存在する時間領域リソースのうち最も識別子が小さいＣＯＲ
ＥＳＥＴであり、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを受信することと、
　を含む、下りチャネルの受信方法。
【請求項２】
　前記の前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを受信することは、
　前記ＴＣＩ状態によって指示される空間準コロケーションＱＣＬパラメータに基づいて
前記下りデータチャネルを受信することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前記ＴＣＩ状態
は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記時間領域リソ
ースのうち活性化ＢＷＰで最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴであり、
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　または、
　前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前記ＴＣＩ状態
は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態は、前記
ＣＯＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられ、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記時
間領域リソースのうち、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴ以外の最も識別子が小さいＣＯＲＥＳ
ＥＴであり、
　または、
　前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前記ＴＣＩ状態
は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態は、前記
ＣＯＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられ、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記時
間領域リソースのうち、ユニキャスト（ｕｎｉｃａｓｔ）に用いられ且つ最も識別子が小
さいＣＯＲＥＳＥＴである、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＤＣＩにＴＣＩフィールドが存在し又は存在しない場合、前記ＴＣＩ状態は、いず
れも前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態である、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　衝突時間内に、所定の優先度規則又は基地局によって設定された優先度規則に基づいて
、優先度の高いＴＣＩ状態を利用して下り制御チャネル又は下りデータチャネルを受信し
、
　ここで、前記衝突時間は、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、現在受
信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間、又は、前記下りデータ
チャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間
との重なり時間を含み、
　前記現在受信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態は、下り制御チャネルを受信するため
に前記基地局によって設定されるＴＣＩ状態であり、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記基地局によって指示されて有効に
なっている下りデータチャネルのＴＣＩ状態であり、
　前記所定の優先度規則又は前記基地局によって設定された優先度規則は、
　前記現在受信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルの
ＴＣＩ状態よりも高いこと、
　前記現在受信中の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルの
ＴＣＩ状態よりも低いこと、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣ
Ｉ状態よりも高いこと、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣ
Ｉ状態よりも低いこと、
　のうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　衝突時間内に、所定の規則又は基地局によって設定された規則に基づいて、下りデータ
チャネル及び下り参照信号のうちの少なくとも１つを受信し、
　ここで、前記衝突時間は、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、前記下
り参照信号のＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間を含み、
　前記下り参照信号のＴＣＩ状態は、下り参照信号を受信するために前記基地局によって
設定又は指示されるＴＣＩ状態であり、
　前記下り参照信号は、チャネル状態情報参照信号ＣＳＩ－ＲＳ及び同期信号ブロックＳ
ＳＢの少なくとも１つを含み、
　前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記下りデータチャネルを受信する空間ＱＣ
Ｌパラメータを指示し、
　前記下り参照信号のＴＣＩ状態は、前記下り参照信号を受信する空間ＱＣＬパラメータ
を指示し、
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　または、
　前記所定の規則又は基地局によって設定された規則は、
　前記衝突時間内に、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信号受信用のＴＣ
Ｉ状態と、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態とが同じであること、
　又は、前記衝突時間内に、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信号受信用
のＴＣＩ状態を利用して前記下りデータチャネルを受信することを含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項７】
　前記の下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定する前に、
　識別子０のＣＯＲＥＳＥＴに対し設定、活性化及び指示のうちの少なくとも１つで基地
局によって決定されたＴＣＩ状態を取得することを更に含み、
　このＴＣＩ状態は、少なくとも、前記識別子０のＣＯＲＥＳＥＴとはＱＣＩ関係が存在
するＳＳＢのインデックスを指示することに用いられ、
　前記新たに決定されたＴＣＩ状態は、前記少なくとも１つで決定されたＴＣＩ状態であ
り、
　前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前記下りデータ
チャネルのＴＣＩ状態は、前記新たに決定されたＴＣＩ状態であり、
　または、
　前記設定とは、無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを利用して設定することを指し、
　前記活性化とは、メディアアクセス制御の制御ユニットＭＡＣ　ＣＥを利用し、ＲＲＣ
シグナリングで設定される複数のＴＣＩ状態のうちの１つのＴＣＩ状態を活性化すること
を指し、
　前記指示とは、ＭＡＣ　ＣＥ又は物理レイヤ制御シグナリングを利用して指示すること
を指す、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　基地局に応用される下りチャネルの送信方法であって、
　下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定することと、
　　ここで、前記ＴＣＩ状態は、ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態又は新たに決定されたＴＣ
Ｉ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記下りデータチャネルをスケジューリングする
ためのＤＣＩが存在する時間領域リソースのうち最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴであ
り、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを送信することと、
　を含む、下りチャネルの送信方法。
【請求項９】
　前記の前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを送信することは、
　前記ＴＣＩ状態によって指示される空間ＱＣＬパラメータに基づいて前記下りデータチ
ャネルを送信することを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前記ＴＣＩ状態
は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記時間領域リソ
ースのうち活性化ＢＷＰで最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴであり、
　または、
　前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前記ＴＣＩ状態
は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態は、前記
ＣＯＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられ、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記時
間領域リソースのうち、識別子０のＣＯＲＥＳＥＴ以外の最も識別子が小さいＣＯＲＥＳ
ＥＴであり、
　または、
　前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前記ＴＣＩ状態
は、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態は、前記
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ＣＯＲＥＳＥＴで制御チャネルのＱＣＬ指示に用いられ、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記時
間領域リソースのうち、ユニキャスト（ｕｎｉｃａｓｔ）に用いられ且つ最も識別子が小
さいＣＯＲＥＳＥＴである、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　衝突時間内に、所定の優先度規則又は基地局によって設定された優先度規則に基づいて
、優先度の高いＴＣＩ状態を利用して下り制御チャネル又は下りデータチャネルを送信し
、
　ここで、前記衝突時間は、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、現在の
下り制御チャネルのＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間、又は、前記下りデータチャネ
ルのＴＣＩ状態の利用時間と、現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間との重
なり時間を含み、
　前記現在の下り制御チャネルのＴＣＩ状態は、下り制御チャネルを送信するために前記
基地局によって設定されるＴＣＩ状態であり、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記基地局によって指示されて有効に
なっている下りデータチャネルのＴＣＩ状態であり、
　前記所定の優先度規則又は前記基地局によって設定された優先度規則は、
　前記現在の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣＩ
状態よりも高いこと、
　前記現在の下り制御チャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣＩ
状態よりも低いこと、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣ
Ｉ状態よりも高いこと、
　前記現在の下りデータチャネルのＴＣＩ状態の優先度が前記下りデータチャネルのＴＣ
Ｉ状態よりも低いことのうちの少なくとも１つを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　衝突時間内に、所定の規則又は前記基地局によって設定された規則に基づいて、下りデ
ータチャネル及び下り参照信号のうちの少なくとも１つを送信し、
　ここで、前記衝突時間は、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態の利用時間と、前記下
り参照信号のＴＣＩ状態の利用時間との重なり時間を含み、
　前記下り参照信号のＴＣＩ状態は、下り参照信号を送信するために前記基地局によって
設定又は指示されるＴＣＩ状態であり、
　前記下り参照信号は、ＣＳＩ－ＲＳ及びＳＳＢの少なくとも１つを含み、
　前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態は、前記下りデータチャネルを送信する空間ＱＣ
Ｌパラメータを指示し、
　前記下り参照信号のＴＣＩ状態は、前記下り参照信号を送信する空間ＱＣＬパラメータ
を指示し、
　または、
　前記所定の規則又は基地局によって設定された規則は、
　前記衝突時間内に、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信号送信用のＴＣ
Ｉ状態と、前記下りデータチャネルのＴＣＩ状態とが同じであること、
　又は、前記衝突時間内に、前記基地局によって設定又は指示される下り参照信号送信用
のＴＣＩ状態を利用して前記下りデータチャネルを送信することを含む、請求項８に記載
の方法。
【請求項１３】
　前記の下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定する前に、
　端末に対し識別子０のＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態を設定、活性化及び指示のうちの少
なくとも１つで決定することを更に含み、
　このＴＣＩ状態は、少なくとも、前記識別子０のＣＯＲＥＳＥＴとはＱＣＩ関係が存在
する同期信号ブロックＳＳＢのインデックスを指示することに用いられ、
　前記新たに決定されたＴＣＩ状態は、前記少なくとも１つで決定されたＴＣＩ状態であ
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り、
　前記ＤＣＩのスケジューリングオフセットが所定閾値以下である場合、前記下りデータ
チャネルのＴＣＩ状態は、前記新たに決定されたＴＣＩ状態であり、
　または、
　前記設定とは、無線リソース制御ＲＲＣシグナリングを利用して設定することを指し、
　前記活性化とは、ＭＡＣ　ＣＥを利用し、ＲＲＣシグナリングで設定される複数のＴＣ
Ｉ状態のうちの１つのＴＣＩ状態を活性化することを指し、
　前記指示とは、ＭＡＣ　ＣＥ又は物理レイヤ制御シグナリングを利用して指示すること
を指す、請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　端末であって、
　下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定するためのデータチャネル決定モジュールと、
　　ここで、前記ＴＣＩ状態は、ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態又は新たに決定されたＴＣ
Ｉ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記下りデータチャネルをスケジューリングする
ためのＤＣＩが存在する時間領域リソースのうち最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴであ
り、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを受信するためのデータチャネル受
信モジュールと、
　を含む、端末。
【請求項１５】
　基地局であって、
　下りデータチャネルのＴＣＩ状態を決定するためのデータチャネル決定モジュールと、
　　ここで、前記ＴＣＩ状態は、ＣＯＲＥＳＥＴのＴＣＩ状態又は新たに決定されたＴＣ
Ｉ状態であり、前記ＣＯＲＥＳＥＴは、前記下りデータチャネルをスケジューリングする
ためのＤＣＩが存在する時間領域リソースのうち最も識別子が小さいＣＯＲＥＳＥＴであ
り、
　前記ＴＣＩ状態に基づいて前記下りデータチャネルを送信するためのデータチャネル送
信モジュールとを含む、基地局。
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